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一

　

本
論
文
は
、寺
田
透
（
一
九
一
五―
一
九
九
五
）
の
正
宗
白
鳥
（
一
八
七
九―

一
九
六
二
）
観
を
扱
う
。
特
に
寺
田
の
「
正
宗
白
鳥
論
」

（
一
九
四
七
年
七
月
）
に
焦
点
を
当
て
る
。
寺
田
は
文
芸
批
評
家
、
小
林
秀
雄
（
一
九
〇
二―

一
九
八
三
）
の
影
響
を
強
く
受
け
て
出
発

し
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
り
、
同
時
に
文
芸
批
評
家
で
あ
る
。
こ
こ
で
寺
田
透
に
つ
い
て
の
﹃
大
辞
林
﹄
の
説
明
を
引
用
し
て
、
寺
田

透
の
概
略
を
紹
介
す
る
（
１
）。

文
芸
批
評
家
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
。
横
浜
市
生
ま
れ
。
東
大
卒
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
［
一
七
九
九―

一
八
五
〇
］・
ラ
ン
ボ
ー
［
一
八
五
四

―

一
八
九
一
］・
道
元
［
一
二
〇
〇―

一
二
五
三
］
な
ど
を
論
じ
、
柔
軟
な
批
評
精
神
に
よ
っ
て
、
詩
論
・
美
術
論
な
ど
多
方
面
に

「
言
語
文
化
」11―

３
．
309―

347
ペ
ー
ジ　

二
〇
〇
九
年
．．
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活
躍
。
著
「
バ
ル
ザ
ッ
ク

│
人
間
喜
劇
の
平
土
間
か
ら
」「
我
が
中
世
」「
道
元
の
言
語
宇
宙
」
な
ど
。（p. 1740

）︹［　

］
内
の

説
明
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。）

寺
田
は
、
正
宗
白
鳥
論
を
発
表
す
る
こ
と
で
文
芸
批
評
家
と
し
て
日
本
の
文
学
界
で
出
発
し
た
と
言
い
う
る
。
正
宗
白
鳥
に
ど
の
よ
う
な

点
で
寺
田
が
引
き
つ
け
ら
れ
た
の
か
を
本
論
で
扱
う
。
こ
こ
で
、
正
宗
白
鳥
（
ま
さ
む
ね
は
く
ち
ょ
う
）
に
つ
い
て
の
前
出
﹃
大
辞
林
﹄

の
説
明
を
引
用
し
て
、
正
宗
白
鳥
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

小
説
家
・
劇
作
家
・
評
論
家
。
岡
山
県
生
ま
れ
。
本
名
、
忠
夫
。
早
大
卒
。（
⋮
）「
何
処
へ
」「
微
光
」「
泥
人
形
」
を
書
き
自
然
主

義
文
学
の
代
表
的
作
家
と
な
る
。
戯
曲
・
評
論
に
も
す
ぐ
れ
、「
作
家
論
」
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
人
物
批
評
。
小
説
「
牛
部
屋

の
匂
い
」「
入
江
の
ほ
と
り
」、
戯
曲
「
人
生
の
幸
福
」。（p. 2389

）︹
以
下
、
引
用
中
の
省
略
（
⋮
）
は
筆
者
に
よ
る
。）

こ
の
よ
う
な
文
学
者
を
寺
田
透
は
評
論
の
対
象
と
し
た
。
筆
者
は
寺
田
透
の
主
に
初
期
の
批
評
活
動
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
本
論
を
用
意
し
た
。
な
ぜ
筆
者
が
寺
田
透
を
扱
う
の
か
。
自
己
引
用
に
な
る
が
、
筆
者
は
「
寺
田
透
の
夏
目
漱
石
観｣

（
二
〇
〇
六
）

の
中
で
、「
寺
田
の
評
論
が
［
筆
者
に
］
広
範
囲
な
言
語
表
現
の
世
界
を
開
き
、
そ
の
内
実
を
教
示
し
て
く
れ
た
」
と
書
い
た
（
２
）。

寺
田
没

後
十
三
年
の
現
在
で
も
、
少
な
く
と
も
寺
田
透
だ
け
を
扱
う
著
書
は
現
在
ま
で
の
所
未
だ
現
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
本
論
は
存
在
意

義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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二

　

寺
田
透
は
ど
の
よ
う
に
し
て
正
宗
白
鳥
に
関
わ
っ
た
か
。「
寺
田
透
年
譜
」（
田
邊
園
子
作
成
）
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
３
）。

一
九
四
六
年
︹
昭
和
二
十
一
年
︺
三
十
一
歳
（
⋮
）
安
士
正
夫
ら
の
︿
太
陽
﹀（
発
行
所
浦
和
）
に
、（
⋮
）
八
月
、「
偏
奇
館
性
感
冒
」

（
後
「
偏
奇
性
感
冒
」
と
改
題
）
を
発
表
。
中
野
重
治
の
目
に
と
ま
り
、︿
文
学
﹀
に
正
宗
白
鳥
論
執
筆
の
機
縁
と
な
る
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
三
十
二
歳　

六
月
（
⋮
）「
正
宗
白
鳥
論
」
を
︿
文
学
﹀
に
発
表
。
正
宗
白
鳥
の
推
奨
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
の
ち
「
文
芸
」
に
再
び
白
鳥
論
を
執
筆
す
る
こ
と
と
な
る
。（p. 241

）（
括
弧
は
原
文
の
ま
ま
。
省
略
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
こ
で
の
「
偏
奇
館
性
感
冒
」
は
、
永
井
荷
風
論
で
あ
る
（
４
）。

こ
れ
は
荷
風
批
判
の
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
荷
風
論
を
中
野
重
治（
一
九
〇
二―

一
九
七
九
）が
最
初
に
認
め
た
。
上
記
の
年
表
に
あ
る
よ
う
に
、寺
田
の「
正
宗
白
鳥
論
」（﹃
文

学
﹄
に
発
表
）
を
更
に
正
宗
白
鳥
本
人
が
認
め
た
と
い
う
事
実
が
続
く
。
こ
の
時
期
の
寺
田
の
履
歴
を
略
述
す
る
。
日
本
が
敗
戦
し
た
翌

年
、
寺
田
は
四
月
、
三
十
一
歳
で
中
央
大
学
予
科
教
授
と
な
り
、
翌
年
三
月
に
旧
制
第
一
高
等
学
校
講
師
と
な
っ
た
。
上
記
の
正
宗
白
鳥

の
推
奨
に
つ
い
て
は
、
寺
田
は
後
に
「
戦
後
四
十
年
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
（
５
）。

こ
の
「
戦
後
四
十
年
」
の
発
表
時
、
寺
田
は

七
十
歳
で
あ
っ
た
（
白
鳥
没
後
十
三
年
目
で
あ
っ
た
）。

（
⋮
）
今
言
ふ
編
集
者
が
、
か
う
い
ふ
こ
と
を
葉
書
で
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。︹
原
文
改
行
︺
自
分
の
入
社
早
々
の
頃
、
先
生
［
寺
田
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透
］
が
、
と
そ
の
葉
書
に
は
あ
っ
た
。
河
出
［
書
房
］
の
出
版
物
に
お
書
き
に
な
る
や
う
に
な
っ
た
最
初
の
き
っ
か
け
は
、
河
出
孝

雄
社
長
の
［
文
藝
評
論
家
で
優
れ
た
人
は
誰
か
い
ま
せ
ん
か
と
い
う
］
問
ひ
に
、
正
宗
［
白
鳥
］
先
生
が
そ
れ
は
寺
田
透
だ
と
、
同

座
の
編
集
者
た
ち
が
唖
然
と
す
る
や
う
な
調
子
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
、
よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
両
方
［
正
宗
と

寺
田
］
を
存
じ
上
げ
て
ゐ
る
私
［
葉
書
を
寺
田
に
寄
越
し
た
編
集
者
］
に
は
大
変
面
白
く
思
は
れ
た
の
で
、
云
々
。（p. 39

）

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
白
鳥
の
推
薦
に
よ
り
、
寺
田
が
河
出
書
房
の
出
版
物
に
評
論
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
６
）。

白
鳥

が
寺
田
を
文
芸
評
論
家
と
し
て
高
く
評
価
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
寺
田
が
「
正
宗
白
鳥
論
」
を
発
表
し
て
か
ら
、
白
鳥
が
死
去
す
る

一
九
六
二
年
ま
で
の
十
五
年
間
は
、
寺
田
は
正
宗
白
鳥
の
同
時
代
人
で
あ
っ
た
。
白
鳥
が
死
去
し
た
時
、
寺
田
は
四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

　

寺
田
は
「
正
宗
白
鳥
論
」
を
﹃
文
学
﹄
に
発
表
し
文
芸
批
評
家
と
し
て
出
発
し
た
。
こ
の
こ
と
を
、
寺
田
は
「
白
鳥
再
見
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
言
う
（
７
）。

こ
の
「
白
鳥
再
見
」
の
発
表
時
、
寺
田
は
七
十
一
歳
で
あ
り
、
ほ
ぼ
四
十
年
前
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
寺
田
は
回
顧
し

て
い
る
。
次
の
引
用
文
で
の
（　

）
括
弧
内
は
原
文
の
ま
ま
。

（
⋮
）
僕
の
文
藝
評
論
は
永
井
荷
風
コ
ン
ト
ラ
正
宗
白
鳥
と
い
ふ
主
題
で
始
ま
っ
た
や
う
な
も
の
な
の
で
、（
荷
風
に
対
す
る
尊
重
と

愛
惜
は
白
鳥
の
み
づ
か
ら
み
と
め
る
事
実
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
な
ら
ば
そ
れ
な
り
に
）
四
十
年
後
の
か
う
い
ふ
機
会
［
福
武
書

店
の
正
宗
白
鳥
全
集
の
完
結
時
に
、
福
武
書
店
か
ら
そ
の
全
集
の
月
報
に
執
筆
依
頼
を
さ
れ
る
こ
と
］
に
白
鳥
に
帰
る
の
は
、
何
者

か
の
誘
ひ
を
受
け
た
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。（p. 46

）
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こ
の
よ
う
に
寺
田
は
、
白
鳥
論
か
ら
彼
の
文
芸
批
評
家
と
し
て
の
出
発
を
始
め
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
正
宗
白
鳥
と
寺

田
と
の
接
触
に
つ
い
て
触
れ
た
（
８
）。

　

次
に
寺
田
透
の
白
鳥
論
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
。

　
「
正
宗
白
鳥
論
」（
一
九
四
七
年
七
月
）

　
「﹃
作
家
論
﹄」（
一
九
四
八
年
二
月
）

　
「
正
宗
白
鳥
の
態
度
」（
一
九
四
九
年
六
月
）

　
「﹃
日
本
脱
出
﹄
に
つ
い
て
」（
一
九
四
九
年
十
一
月
）

　
「
白
鳥
小
論
」（
一
九
五
三
年
七
月
）

　
「﹃
懐
疑
と
信
仰
﹄」（
一
九
五
七
年
五
月
）

　
「
荷
風
と
白
鳥
」（
一
九
六
四
年
四
月
）

　
「
正
宗
白
鳥
の
初
期
小
説
」（
一
九
七
〇
年
九
月
、
十
月
、
一
九
七
二
年
三
月
）

　
「
白
鳥
の
戯
曲
」（
一
九
八
六
年
十
月
）

　
「
白
鳥
再
見
」（
一
九
八
六
年
十
月
）

こ
れ
を
見
る
と
、
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
五
七
年
に
白
鳥
を
主
題
と
し
た
評
論
の
発
表
が
集
中
し
、
そ
の
年
代
か
ら
一
九
八
六
年
に
発
表

が
飛
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
た
だ
し
一
九
六
四
年
と
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
評
論
が
あ
る
）。
一
九
八
六
年
と
は
上
で
引
用
文
の
中

で
注
の
形
で
筆
者
が
言
及
し
た
が
、
福
武
書
店
の
白
鳥
全
集
刊
行
の
時
期
で
あ
る
。
更
に
一
九
四
七
年
七
月
（「
正
宗
白
鳥
論
」
発
表
時
）

以
前
に
、
白
鳥
に
言
及
し
た
評
論
が
あ
る
。
一
九
四
七
年
三
月
に
発
表
し
た
「
良
心
と
固
執
」
に
次
の
よ
う
に
白
鳥
へ
の
言
及
が
あ
る
（
９
）。
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こ
の
時
、
寺
田
は
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

杉
浦
［
明
平
］
が
書
く
と
い
ふ
白
鳥
論
を
僕
は
む
し
ろ
書
か
せ
て
も
ら
ひ
た
か
っ
た
。
僕
は
荷
風
の
擬
態
よ
り
白
鳥
の
直
截
さ
の
方

が
好
き
だ
。
白
鳥
は
言
ひ
た
い
こ
と
が
言
ひ
た
い
や
う
に
言
へ
る
数
少
い
才
能
の
一
人
で
あ
る
。（
⋮
）︹
原
文
改
行
︺
言
ひ
た
い
こ

と
を
言
ひ
た
い
や
う
に
言
ふ
に
は
、
た
だ
精
神
に
強
さ
が
あ
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。（
⋮
）
ど
ん
な
観
念
に
も
、
ど
ん
な
言
葉
の

あ
や
に
も
、
又
言
葉
の
持
っ
て
ゐ
る
厄
介
な
自
己
蕃
殖
の
法
則
に
も
煩
は
さ
れ
な
い
、
本
当
に
自
由
な
精
神
に
の
み
許
さ
れ
た
幸
運

だ
と
も
言
へ
る
だ
ら
う
。
実
際
、
精
神
の
自
由
は
観
念
の
体
系
や
社
会
の
条
件
か
ら
解
放
さ
れ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
思
考
様
式

そ
の
も
の
の
自
由
あ
る
と
こ
ろ
に
初
め
て
成
立
つ
も
の
な
の
だ
。（p. 67

）

こ
の
引
用
に
現
れ
る
杉
浦
明
平
（
一
九
一
三―
二
〇
〇
一
）
は
、
第
一
高
等
学
校
で
の
寺
田
の
先
輩
で
あ
る
が
、
寺
田
の
生
涯
の
友
人
で

あ
る（
（（
（

。
引
用
文
中
に
、
荷
風
の
擬
態
と
白
鳥
の
直
截
さ
と
い
う
対
比
が
あ
る
。
こ
れ
が
荷
風
と
白
鳥
と
の
対
比
に
つ
い
て
の
寺
田
の
考
え

の
要
点
で
あ
る
。
更
に
白
鳥
は
観
念
の
体
系
や
社
会
の
条
件
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
彼
の
思
考
様
式
が
自
由
で
あ
る
と
、
寺

田
は
言
う
。
た
だ
し
、
白
鳥
が
ど
の
程
度
ま
で
日
本
の
社
会
の
条
件
か
ら
自
由
で
あ
っ
た
か
と
い
う
疑
問
を
筆
者
は
持
つ
。
こ
の
場
合
、

白
鳥
が
精
神
的
に
、
日
本
の
社
会
の
条
件
に
束
縛
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
程
度
に
寺
田
の
言
葉
を
理
解
し
た
い
。
物
理
的
に
は
、
白
鳥
は

太
平
洋
戦
争
の
間
、
ほ
と
ん
ど
執
筆
が
で
き
な
い
状
態
（
作
品
を
発
表
で
き
な
い
状
態
）
に
い
た
の
で
、
彼
は
日
本
の
社
会
に
物
理
的
に

束
縛
さ
れ
て
い
た
と
言
い
う
る
。
し
か
し
、
精
神
的
に
は
、
彼
は
日
本
の
社
会
の
条
件
に
束
縛
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で

き
る
。
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「
良
心
と
固
執
」
の
発
表
の
同
じ
時
期
に
、「
わ
が
罹
災
記
」（
一
九
四
七
年
三
月
）
で
、
白
鳥
に
つ
い
て
寺
田
は
次
の
よ
う
に
言
う（
（（
（

。

彼
［
白
鳥
］
は
ま
づ
批
評
家
で
あ
っ
た
。
と
い
ふ
こ
と
は
自
己
の
詠
歎
を
描
く
か
は
り
に
、
出
来
る
だ
け
飾
り
気
な
く
、
意
味
を
指

し
し
め
す
言
葉
を
記
す
こ
と
が
、
彼
の
出
発
点
だ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
こ
と
に
お
い
て
も
そ
の
記
号
と
し
て
用

ひ
ら
れ
た
言
葉
そ
の
も
の
が
著
し
く
パ
ト
ス
の
統
制
に
服
し
て
ゐ
る
こ
と
を
僕
［
寺
田
］
は
無
視
し
よ
う
と
は
思
は
な
い
。
霊
肉
一

致
の
理
論
家
［
岩
野
］
泡
鳴
は
そ
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
、
彼
［
白
鳥
］
に
対
す
る
共
感
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。（p. 64

）

こ
こ
に
は
寺
田
が
批
評
家
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
明
示
さ
れ
て
い
る
。
批
評
家
は
自
己
の
詠
歎
を
描
か
な
い
、
つ
ま
り
、

自
己
の
詠
歎
か
ら
は
自
由
に
な
る
の
が
批
評
の
任
務
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
「
出
来
る
だ
け
飾
り
気
な
く
、
意
味

を
指
し
し
め
す
言
葉
を
記
す
」
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
意
味
が
明
確
で
は
な
く
、
多
分
、
批
評
と
は
、
芸
術
作
品
や
社
会
事
象
の
記
述
、

分
析
と
解
釈
と
を
行
い
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
詠
歎
を
い
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
、
寺
田
は
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
引

用
文
で
は
、
白
鳥
が
批
評
家
と
し
て
の
特
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
特
質
の
背
後
に
パ
ト
ス
（
情
熱
）
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
、
寺
田
は
指
摘
す
る
。
こ
こ
の
引
用
に
あ
る
岩
野
泡
鳴
（
一
八
七
三―

一
九
二
〇
）
は
白
鳥
よ
り
六
歳
年
長
で
あ
る
。
白
鳥
は
岩
野

泡
鳴
の
文
学
を
高
く
評
価
し
、寺
田
も
自
身
の
泡
鳴
論
で
泡
鳴
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
二
評
論
は
「
正
宗
白
鳥
論
」

（
一
九
四
七
年
七
月
）
と
同
じ
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
端
的
に
寺
田
透
の
白
鳥
観
を
理
解
で
き
る
。

　

先
に
筆
者
が
発
表
し
た
「
寺
田
透
の
夏
目
漱
石
観
」（
二
〇
〇
六
年
）
で
展
開
し
た
が
、
寺
田
透
は
太
平
洋
戦
争
で
の
従
軍
兵
士
と
し

て
の
経
験
を
通
し
て
、
実
体
論
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
人
の
人
間
に
は
一
個
の
肉
体
し
か
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
自
分
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自
身
の
自
意
識
で
は
な
く
て
、
自
分
の
肉
体
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
以
下
、
寺
田
の
「
正
宗
白
鳥
論
」

（
一
九
四
七
年
七
月
）
を
見
て
い
く（
（（
（

。

　

上
記
の
「
良
心
と
固
執
」、「
わ
が
罹
災
記
」
に
お
い
て
、
白
鳥
の
直
截
さ
、
精
神
の
自
由
、
パ
ト
ス
の
統
制
に
服
す
批
評
性
と
に
寺
田

は
言
及
し
た
。
本
論
で
は
、
寺
田
の
「
正
宗
白
鳥
論
」
を
扱
う
際
に
、
主
に
以
下
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
焦
点
を
あ
て
た
い
。

（
１
）
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
白
鳥
の
小
説
の
主
人
公
が
夢
想
家
で
あ
る
こ
と
。
更
に
白
鳥
が
幻
想
家
で
あ
る
こ
と
（
こ

こ
で
の
「
夢
想
」「
幻
想
」
と
い
う
用
語
は
、
国
語
辞
書
の
定
義
内
の
意
味
で
あ
る
）。

（
２
）
一
九
四
二
年
発
表
の
白
鳥
の
小
説
、「
根
無
し
草
」
に
お
い
て
、
観
念
が
人
生
経
験
を
照
ら
し
て
い
る
こ
と
。

（
３
）
白
鳥
の
批
評
家
と
し
て
の
資
質
と
、
悟
性
の
人
と
し
て
の
白
鳥
に
つ
い
て
。

　

寺
田
は
白
鳥
の
作
品
の
魅
力
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

空
襲
で
家
を
焼
か
れ
て
転
々
と
居
を
変
へ
て
ゐ
る
間
に
、
僕
は
﹃
泥
人
形
﹄［
一
九
一
一
年
］﹃
徒
労
﹄［
一
九
一
〇
年
］﹃
生
ま
ざ
り

し
な
ら
ば
﹄［
一
九
二
三
年
］﹃
人
さ
ま
ざ
ま
﹄［
一
九
二
一
年
］﹃
入
江
の
ほ
と
り
﹄［
一
九
一
五
年
］
な
ど
を
、（
⋮
）
読
ん
で
ゐ
る

う
ち
、
正
宗
白
鳥
を
も
っ
と
も
懐
し
い
作
家
の
一
人
に
数
へ
て
ゐ
た
自
分
に
間
違
ひ
の
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。（
⋮
）
こ

れ
ら
の
作
品
は
、
日
々
生
き
る
正
宗
白
鳥
と
い
ふ
一
個
の
肉
体
の
リ
ズ
ム
に
狂
ひ
な
く
裏
打
ち
さ
れ
て
、
き
は
め
て
柔
軟
で
強
靱
な

統
一
を
持
つ
詩
だ
と
い
ふ
風
に
感
ぜ
ら
れ
た
。（p. 75

）
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こ
こ
に
寺
田
が
上
げ
て
い
る
白
鳥
の
作
品
は
、
白
鳥
が
三
十
一
歳
か
ら
四
十
四
歳
ま
で
の
間
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
寺
田
が

注
目
す
る
の
は
、
白
鳥
と
い
う
作
家
の
一
個
の
肉
体
が
作
品
全
体
を
統
制
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
わ
が
罹
災
記
」
で

は
、
白
鳥
の
パ
ト
ス
が
白
鳥
自
身
の
言
葉
を
統
制
し
て
い
る
と
寺
田
は
言
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
寺
田
の
表
現
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
と

解
釈
で
き
る
。
結
局
、
白
鳥
の
肉
体
か
ら
発
し
て
い
る
言
葉
を
寺
田
は
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
分
か
る
こ
と
は
、
寺
田
が
実
体
論

者
と
し
て
の
白
鳥
を
評
価
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

更
に
、
寺
田
は
、
白
鳥
が
戦
後
、
発
表
し
た
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
⋮
）﹃
新
に
惹
か
れ
て
﹄﹃
昔
の
彼
と
今
の
我
﹄﹃
わ
が
生
涯
と
文
学
﹄﹃
交
遊
記
﹄
な
ど
、
次
々
に
発
表
さ
れ
た
作
品
を
（
⋮
）
読

ん
だ
後
、
僕
は
自
分
の
感
想
［
白
鳥
の
舌
鋒
が
寺
田
を
魅
了
し
た
こ
と
］
を
変
へ
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
益
々
強
く
感
じ
た
。（
⋮
）

作
品
が
肉
声
の
や
う
に
き
は
め
て
直
接
的
で
あ
る
こ
と
が
僕
を
益
々
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。（p. 76

）

上
記
の
引
用
文
で
上
げ
ら
れ
て
い
る
白
鳥
の
作
品
は
全
て
一
九
四
六
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
白
鳥
六
十
七
歳
の
作
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
作
品
を
読
む
と
、
白
鳥
の
肉
声
が
直
接
的
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
と
、
寺
田
は
言
う
。
寺
田
が
高
く
評
価
す
る
の
は
、
白

鳥
の
作
品
が
白
鳥
自
身
の
肉
声
、
そ
し
て
多
分
、
肉
体
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
実
体
論
者
と
し
て
の
寺
田
の
立
場

が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

更
に
、
寺
田
は
、
白
鳥
の
小
説
の
主
人
公
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
特
性
と
、
白
鳥
自
身
が
幻
想
家
で
あ
る
こ
と
に
次
の
よ
う
に
触
れ

る
。
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（
⋮
）［﹃
入
江
の
ほ
と
り
﹄
の
］
辰
男
に
し
て
も
﹃
泥
人
形
﹄
の
守
屋
重
吉
に
し
て
も
﹃
心
中
未
遂
﹄［
一
九
一
三
年
］
の
お
す
ゑ
に

し
て
も
、﹃
毒
婦
の
や
う
な
女
﹄［
一
九
二
〇
年
］
に
し
て
も
﹃
牛
部
屋
［
の
臭
ひ
］﹄［
一
九
一
六
］
の
菊
に
し
て
も
、
む
ろ
ん
﹃
徒

労
﹄
の
壮
吉
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
正
宗
白
鳥
の
描
い
た
多
く
の
男
女
は
、
夢
想
家
だ
っ
た
。
彼
等
に
と
っ
て
は
、
好
い
た
ら
し
い

男
を
ひ
っ
か
け
る
こ
と
、
も
少
し
楽
な
生
活
が
出
来
る
や
う
に
な
る
こ
と
、
無
気
力
な
無
目
的
な
生
活
の
行
詰
ま
り
を
何
と
か
し
て

打
開
す
る
こ
と
、
が
い
つ
も
夢
想
さ
れ
て
ゐ
る
。
現
実
に
さ
し
せ
ま
る
問
題
を
彼
等
は
意
志
と
推
理
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る

代
り
に
、
夢
想
し
、
望
ま
し
い
事
態
が
起
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
待
つ
だ
け
で
あ
る
。︹
原
文
改
行
︺
白
鳥
は
か
う
い
ふ
人
間
た
ち
と

容
易
に
気
心
が
あ
っ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。（p. 80

）

（
⋮
）
正
宗
白
鳥
は
何
に
も
ま
し
て
幻
想
家
だ
っ
た
。（p. 82

）

こ
の
引
用
文
中
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
作
品
は
白
鳥
が
三
十
四
歳
か
ら
四
十
一
歳
ま
で
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
寺
田
が
考

え
る
夢
想
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
れ
ら
の
登
場
人
物
た
ち
が
夢
想
し
、
夢
想
し
た
こ
と
が
現
実
の
こ
と
と
な

る
た
め
に
何
か
行
動
を
起
こ
す
の
で
は
な
く
、
受
け
身
の
立
場
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

上
の
引
用
で
、
白
鳥
の
作
品
は
「
詩
」
で
あ
る
と
、
寺
田
は
述
べ
た
（﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄、p. 75

）。
上
記
、
引
用
の
直
前
の
文
で
、
次

の
よ
う
に
寺
田
は
言
う
。
寺
田
は
、
白
鳥
が
小
説
を
作
り
出
す
程
に
、
あ
る
「
観
念
」
を
造
型
化
は
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
白
鳥

は
、「
観
念
」
を
徹
底
し
て
造
型
化
で
き
て
い
な
い
た
め
、
白
鳥
の
作
品
は
寺
田
の
考
え
で
は
小
説
で
は
な
く
詩
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
る（
（（
（

。
あ
る
「
観
念
」
を
十
分
に
造
型
化
し
え
て
、
そ
の
結
果
、
小
説
を
作
り
出
せ
る
と
い
う
考
え
が
こ
こ
に
は
あ
る
と
言
え
る
。
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典
型
を
生
ん
だ
と
言
は
れ
る
ま
で
に
小
説
家
が
、
異
常
に
強
烈
な
個
性
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
恐
ら
く
人
間
の
う
ち
に
あ
る
、
物

欲
と
か
愛
欲
と
か
信
仰
と
か
愛
と
か
い
ふ
い
は
ば
観
念
的
実
体
が
、
人
間
の
全
存
在
を
い
か
な
る
行
為
に
駆
り
立
て
る
か
、
そ
れ
を
、

物
質
を
見
る
や
う
に
明
ら
か
に
、
洞
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
い
は
ば
肉
体
と
な
っ
た
そ
れ
ら
の
観
念
そ
の
も
の
の
行
動
を

描
く
必
要
が
あ
る
の
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
情
欲
や
物
欲
を
人
間
の
中
で
ま
ど
ろ
ま
せ
、
そ
れ
自
身
に
つ
い
て
の
幻
想
に
耽
け
ら
せ

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（p. 82

）

寺
田
の
言
う
小
説
で
は
、
観
念
的
な
実
体
に
極
限
ま
で
動
か
さ
れ
る
よ
う
な
典
型
的
な
人
物
が
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
よ
う
だ
。

こ
こ
で
多
分
、
寺
田
の
念
頭
に
は
、
多
数
の
典
型
的
な
登
場
人
物
を
小
説
の
中
で
活
躍
さ
せ
た
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
（H

onoré de 

B
alzac

［
一
七
九
九―

一
八
五
〇
］）
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
説
と
、
白
鳥
の
書
く
小
説
と
は
違
う
と
寺
田
は
言
う
。

　

寺
田
は
更
に
白
鳥
の
太
平
洋
戦
争
中
の
作
品
「
根
無
し
草
」（
一
九
四
二
年
）
を
哲
学
的
な
作
品
で
あ
る
と
す
る（
（（
（

。
白
鳥
が
詩
の
よ
う

な
小
説
を
書
い
た
と
、寺
田
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
上
述
し
た
。
そ
の
上
、「
わ
が
罹
災
記
」（
一
九
四
七
年
）
で
、白
鳥
が
批
評
家
で
あ
っ

た
と
寺
田
は
述
べ
た
。「
根
無
し
草
」
で
、
白
鳥
が
自
分
の
人
生
を
批
評
家
と
し
て
分
析
し
て
い
る
と
寺
田
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

（
⋮
）﹃
外
を
恐
れ
る
﹄﹃
永
遠
の
恐
怖
﹄﹃
女
性
を
恐
れ
る
﹄
な
ど
と
い
ふ
［「
根
無
し
草
」
の
］
見
出
し
に
す
で
に
そ
れ
が
窺
は
れ

る
や
う
に
、
彼
［
白
鳥
］
が
自
分
の
人
生
経
験
を
、
何
等
か
の
観
念
に
よ
っ
て
照
し
出
し
、
そ
の
意
味
を
と
ら
へ
よ
う
と
し
て
ゐ
る

こ
と
が
読
む
に
つ
れ
て
は
っ
き
り
と
分
っ
て
来
る
。（
⋮
）
今
白
鳥
の
行
は
う
と
し
て
ゐ
る
の
も
、
で
き
る
だ
け
豊
な
哲
学
的
意
味
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を
現
実
の
生
活
経
験
の
う
ち
か
ら
見
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
経
験
に
秩
序
と
、
秩
序
が
も
た
ら
す
実
在
感
を
与
へ
よ
う
と
す
る

こ
と
に
あ
る
の
で
な
か
ら
う
か
。（p. 86

）

こ
の
「
根
無
し
草
」
は
白
鳥
六
十
三
歳
の
作
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
八
章
に
分
か
れ
て
い
て
、「
外
を
恐
れ
る
」「
永
遠
の
恐
怖
」「
女
性

を
恐
れ
る
」「
友
人
に
恐
れ
ら
れ
る
」「
学
校
卒
業
」「
人
生
の
門
」「
江
戸
の
に
ほ
ひ
」「
数
人
の
学
友
」
が
そ
れ
ら
の
章
の
表
題
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
白
鳥
の
少
年
時
代
か
ら
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
年
）（
三
十
一
歳
）
の
読
売
新
聞
社
退
社
あ
た
り
ま
で
の
こ
と
が
小

説
の
形
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
で
、
白
鳥
は
少
年
時
代
か
ら
「
人
間
の
霊
魂
の
行
方
」
が
気
に
な
り
、
自
分
の
心
に
い
つ
も
あ
る
種

の
恐
れ
を
持
ち
、
生
き
る
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
空
想
に
ふ
け
る
人
物
と
し
て
、
自
分
を
扱
っ
て
い
る（
（（
（

。
こ
こ
で
寺
田
の
言
う
観
念

と
は
、「
人
間
の
霊
魂
の
行
方
」、「
自
分
の
心
の
中
」、「
人
間
世
界
の
実
在
」、「
男
女
関
係
の
罪
悪
」、「
生
存
へ
の
恐
怖
」
な
ど
と
い
う

内
容
の
観
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
念
を
使
っ
て
、
白
鳥
は
自
分
の
過
去
の
体
験
を
ま
と
め
て
い
る
と
言
い
う
る
。「
根
無
し
草
」
の

中
で
、
白
鳥
が
自
身
の
こ
と
を
空
想
家
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
寺
田
の
言
う
白
鳥
は
幻
想
家
で
あ
っ
た
と
い
う
発
言
に
近
い
。

こ
の
引
用
し
た
文
の
直
後
で
、白
鳥
を
人
生
批
評
家
と
し
て
寺
田
は
規
定
し
（p. 86

）、白
鳥
が
い
わ
ば
人
生
批
評
家
の
側
面
を
感
じ
さ
せ
、

白
鳥
は
小
説
の
形
で
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
身
は
人
間
の
諸
条
件
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
と
寺
田
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
⋮
）
た
し
か
に
［
白
鳥
は
］
緻
密
な
そ
の
頭
脳
を
、
今
お
の
が
人
生
に
向
け
て
働
か
せ
て
ゐ
る
に
ち
が
ひ
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
小

説
家
の
物
の
見
方
と
は
ち
が
っ
て
、
も
っ
と
抽
象
的
な
、
主
観
の
色
著
し
い
、
人
間
そ
の
も
の
で
は
な
く
人
間
の
諸
条
件
に
つ
い
て

の
物
語
の
形
を
と
っ
た
考
察
で
は
あ
ら
う
が
。（p. 86

）
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更
に
、
こ
こ
で
白
鳥
の
頭
脳
が
緻
密
で
あ
る
と
寺
田
が
認
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

次
に
、
白
鳥
が
森
鴎
外
（
一
八
六
二―

一
九
二
二
）
に
対
す
る
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
白
鳥
が
悟
性
の
人
で
あ
る
と
、

寺
田
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

悟
性
的
存
在
［
鴎
外
］
に
共
感
を
感
ず
る
の
が
悟
性
的
存
在
の
み
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
白
鳥
も
又
悟
性
の
人
な
の
だ
。（p. 87

）

こ
こ
で
の
寺
田
の
「
悟
性
」
の
用
語
法
に
つ
い
て
一
言
、
説
明
す
る
。
寺
田
は
前
出
「
わ
が
罹
災
記
」（
一
九
四
七
年
）
の
中
で
、
鴎
外

の
史
伝
に
触
れ
、「
悟
性
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

悟
性
は
、
対
象
な
し
に
論
理
的
独
自
の
意
図
を
吐
く
理
性
で
は
な
い
。
悟
性
は
、
形
而
上
学
的
思
弁
に
赴
く
よ
り
は
、
風
俗
と
歴
史

の
う
ち
に
確
実
な
自
己
証
明
の
場
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
﹃
渋
江
抽
斉
﹄
や
﹃
伊
沢
蘭
軒
﹄
の
意
味
で
あ
る
。（
⋮
）
彼
ら
［
こ

れ
ら
史
伝
の
主
人
公
達
］
が
一
つ
の
悟
性
の
自
己
証
明
の
場
だ
と
い
ふ
精
神
的
事
実
（
⋮
）。（﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄p. 65

）

こ
こ
で
悟
性
と
理
性
と
を
寺
田
は
区
別
し
て
い
る
。
理
性
は
対
象
な
し
に
論
理
的
に
独
自
の
糸
を
吐
く
、
即
ち
、
理
性
は
形
而
上
的
な
思

弁
を
行
う
と
寺
田
は
規
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
悟
性
は
風
俗
と
歴
史
と
い
う
対
象
が
あ
り
、
そ
の
対
象
の
中
で
自
己
証
明
を
す
る
と

い
う
よ
う
に
寺
田
は
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
悟
性
を
白
鳥
は
持
っ
て
い
る
と
寺
田
は
考
え
る（
（（
（

。
白
鳥
が
こ
の
悟
性
を
体
現
し
た
文
学
者
で



井　田　琇　穂 322

あ
る
と
寺
田
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
「
悟
性
」
に
関
し
て
は
、「
正
宗
白
鳥
」
と
い
う
座
談
会
（
一
九
四
八
年
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
寺
田
は
す
る（
（（
（

。
こ
の

発
言
時
、
寺
田
は
三
十
三
歳
で
あ
る
。

（
⋮
）
僕
が
［
白
鳥
を
］
悟
性
の
人
と
い
ふ
わ
け
は
、
悟
性
と
い
ふ
の
は
理
性
と
ち
が
っ
て
、
何
か
を
突
き
と
め
よ
う
と
し
て
、
対

象
の
中
で
自
分
を
失
っ
た
り
し
な
い
、
対
象
の
中
に
も
ぐ
っ
て
も
そ
れ
自
身
の
首
尾
一
貫
し
た
論
理
だ
け
は
守
っ
て
ゐ
よ
う
と
す

る
、
さ
う
い
ふ
意
味
で
夢
見
る
こ
と
だ
っ
て
出
来
る
ん
で
す
よ
。（
⋮
）
あ
あ
い
ふ
人
［
白
鳥
］
が
異
常
な
も
の
に
心
を
惹
か
れ
て

も
不
思
議
は
な
い
ん
だ
と
思
ふ
な
。（p. 45

）

こ
こ
で
寺
田
は
白
鳥
の
頭
の
働
き
方
に
言
及
し
、
白
鳥
は
自
分
に
分
か
る
範
囲
で
了
解
し
、
対
象
の
中
に
入
っ
て
も
自
分
自
身
の
一
貫
し

た
論
理
を
失
わ
な
い
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
白
鳥
を
悟
性
の
人
で
あ
る
と
、
寺
田
は
考
え
る
。

　

こ
の
節
で
は
、
寺
田
の
「
正
宗
白
鳥
論
」（
一
九
四
七
年
七
月
）
の
内
容
を
扱
っ
た
。
特
に
寺
田
の
論
点
で
あ
る
白
鳥
の
作
品
の
登
場

人
物
の
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
特
徴
、
人
生
批
評
家
と
し
て
の
白
鳥
の
特
質
、
悟
性
の
人
白
鳥
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　
　

三

　

こ
の
節
で
は
、
白
鳥
の
作
品
に
つ
い
て
次
の
点
を
論
究
す
る
。
寺
田
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
白
鳥
の
三
十
四
歳
か
ら
四
十
歳
頃
の
小
説
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の
登
場
人
物
た
ち
が
夢
想
家
と
言
え
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
白
鳥
の
小
説
の
分
析
の
際
に
、小
説
の
中
で
の
話
者
（narrator

）

の
視
点
を
も
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

先
ず
、寺
田
は
白
鳥
作
の
「
入
江
の
ほ
と
り
」「
泥
人
形
」「
心
中
未
遂
」「
毒
婦
の
や
う
な
女
」「
牛
部
屋
の
匂
ひ
」「
徒
労
」
に
言
及
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
等
［
上
記
作
品
の
登
場
人
物
た
ち
］
に
と
っ
て
は
、
好
い
た
ら
し
い
男
を
ひ
っ
か
け
る
こ
と
、
も
少
し
楽
な
生
活
が
出
来
る
や
う

に
な
る
こ
と
、
無
気
力
な
無
目
的
な
生
活
の
行
詰
ま
り
を
何
と
か
し
て
打
開
す
る
こ
と
、
が
い
つ
も
夢
想
さ
れ
て
ゐ
る
。（﹃
評
論
Ｉ

―

Ｉ
﹄p. 80

）

更
に
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
⋮
）
実
は
彼
女
達
［﹃
微
光
﹄
の
お
国
、﹃
毒
婦
の
や
う
な
女
﹄
の
お
か
つ
］
の
空
想
は
し
ば
し
ば
物
欲
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
に
よ
っ

て
導
か
れ
て
ゐ
た（
⋮
）。
若
か
っ
た
白
鳥
は
こ
の
夢
に
生
命
を
与
へ
、そ
れ
を
深
化
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ま
で
で
あ
る
。（﹃
評

論
Ｉ―

Ｉ
﹄p. 85

）

こ
こ
で
は
、
白
鳥
の
作
品
の
登
場
人
物
た
ち
が
夢
想
家
で
あ
る
こ
と
を
寺
田
が
述
べ
て
い
る
。
更
に
こ
れ
ら
の
作
品
を
完
成
し
た
時
点
で

の
白
鳥
の
若
さ
に
も
寺
田
は
言
及
す
る
。
こ
の
白
鳥
の
若
さ
に
つ
い
て
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
白
鳥
が
七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
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ま
で
に
完
成
し
た
﹃
日
本
脱
出
﹄
の
女
主
人
公
み
ど
り
も
物
欲
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
寺
田
は
言
っ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
白
鳥
七
十
歳
台
の

作
品
で
、
幻
想
家
と
し
て
の
白
鳥
自
身
の
特
性
と
物
欲
に
と
ら
わ
れ
た
女
主
人
公
を
、
か
な
り
な
程
度
に
発
展
さ
せ
た
と
言
い
う
る
。
以

下
、
上
掲
の
白
鳥
の
作
品
を
発
表
年
代
順
に
、
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　
「
徒
労
」
は
一
九
一
〇
年
、
白
鳥
三
十
一
歳
の
作
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
作
品
の
主
人
公
の
名
前
は
壮
吉
で
、
精
神
的
な
疾
患
の
あ
る
人
物
で

あ
る
。
吉
田
精
一
（
一
九
〇
八―

一
九
八
四
）
は
、
こ
の
小
説
を
白
鳥
特
有
の
、
妖
気
の
た
だ
よ
う
世
界
を
作
っ
て
い
る
作
品
で
、
ぶ
き

み
さ
を
感
じ
る
と
言
う（
（（
（

。
こ
の
作
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
は
「
事
実
と
想
像
」（
一
九
一
七
年
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う（
（（
（

。

比
較
的
私
［
白
鳥
］
の
あ
の
頃
の
気
持
を
よ
く
出
し
て
可
成
り
に
思
ふ
や
う
に
書
け
た
と
思
っ
て
ゐ
る
の
は
﹃
徒
労
﹄
と
い
ふ
作
で

す
。
あ
れ
に
は
確
か
な
モ
デ
ル
が
あ
る
の
で
す
が
、
あ
の
男
に
は
私
が
共
鳴
を
感
じ
て
ゐ
た
の
で
し
た
。
精
神
に
異
常
の
あ
る
男
で

し
た
。（p. 268

）

こ
の
よ
う
に
こ
の
作
に
は
モ
デ
ル
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
白
鳥
の
言
う
よ
う
に
、
主
人
公
の
壮
吉
は
精
神
に
異
常
の
あ
る
男

で
、
妄
想
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
壮
吉
は
三
十
半
ば
の
年
齢
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
二
十
代
の
あ
る
時
期
に
神
の
声
等
を
聞
く
。

彼
れ
［
壮
吉
］
は
十
年
前
雑
司
个
谷
の
畑
の
中
の
一
軒
家
で
、
神
の
声
や
魔
物
の
声
を
聞
い
て
か
ら
、
世
界
が
全ま

る

で
違
っ
て
見
え
出

し
た
。（p. 340

）
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そ
の
結
果
、
妄
想
に
と
ら
わ
れ
、
近
い
将
来
に
理
想
の
養
育
院
を
建
て
る
こ
と
を
壮
吉
は
考
え
る
（p. 354

）。
こ
の
よ
う
に
壮
吉
は
空
想

（
妄
想
）
に
ふ
け
る
人
物
で
、
誰
か
に
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
神
経
質
に
な
り
、
次
の
よ
う
に
恐
れ
る
。

壮
吉
は
（
⋮
）
心
は
只
菅
そ
の
［
家
の
回
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
］
変
な
奴
の
事
に
の
み
凝
固
ま
っ
た
。（
⋮
）
自
分
の
計
画
［
近

い
将
来
に
理
想
の
養
育
院
を
建
て
る
こ
と
］
も
そ
の
た
め
に
阻
礙
さ
れ
さ
う
な
気
が
し
た
。
母
や
弟
妹
に
ま
で
災
を
被
ら
さ
う
と
し

て
ゐ
る
の
だ
。（p. 359
）

こ
の
「
変
な
奴
」
は
、
作
品
の
中
で
壮
吉
の
妄
想
が
作
り
出
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
壮
吉
は
存
在
し
な
い
も

の
に
お
び
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
壮
吉
の
こ
と
を
、
父
（
田
舎
の
仕
事
を
や
め
て
東
京
へ
出
て
き
、
既
に
小
金
を
貯
め
て
持
っ
て
い
る
人
物
）
は
、
壮
吉
を

生
ま
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
さ
う
だ
、生
ま
な
け
り
ゃ
よ
か
っ
た
。
気
狂
ひ
や
親
不
孝
ば
か
り
生
む
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」と
、父
は
自
分
を
嘲
け
る
や
う
に
云
っ

た
。（p. 351

）

こ
こ
で
、
親
不
孝
者
と
は
、
父
の
指
示
に
従
わ
な
い
自
分
の
娘
の
こ
と
で
あ
り
、「
気
狂
ひ
」
と
は
壮
吉
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
徒
労
」
の
主
人
公
の
壮
吉
は
、
精
神
の
異
常
が
あ
る
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
妄
想
の
世
界
に
住
む
人
物
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
妄
想
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は
病
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
泥
人
形
」
を
見
る（
（（
（

。
こ
れ
は
一
九
一
一
年
の
発
表
で
、
白
鳥
三
十
二
歳
の
作
で
あ
る
。
こ
の
作
は
白
鳥
自
身
の
結
婚
時
の
こ
と

を
題
材
に
し
、
作
中
に
白
鳥
の
妻
と
妻
の
家
族
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
は
一
九
一
七
年
に
発
表
の
前
出

の
随
筆
「
事
実
と
想
像
」
で
、
原
稿
の
締
め
切
り
に
迫
ら
れ
て
、
事
実
を
書
き
流
し
て
し
ま
い
、
現
在
い
や
な
感
じ
を
持
っ
て
い
る
と
述

べ
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

（
⋮
）
當
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、﹃
泥
人
形
﹄ 

ほ
ど
私
［
白
鳥
］
に
取
っ
て
厭
な
感
じ
を
さ
せ
て
ゐ
る
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。（p. 

267

）

こ
の
作
で
は
守
屋
重
吉
と
い
う
白
鳥
自
身
と
考
え
ら
れ
る
主
人
公
と
、
そ
の
妻
と
が
主
要
人
物
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
妻
（
時
子
）
の
視

点
か
ら
夫
へ
の
不
満
の
表
明
と
妻
の
心
の
中
の
描
写
が
あ
る（
（（
（

。
作
者
白
鳥
は
妻
の
心
の
中
の
描
写
を
し
、
夫
の
描
写
に
そ
れ
を
対
照
さ
せ

る
こ
と
で
、
作
品
に
客
観
性
（
均
衡
）
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
主
人
公
の
守
屋
重
吉
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
こ
の
作

品
の
中
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
小
説
は
白
鳥
の
妻
を
傷
つ
け
、
こ
れ
以
後
、
妻
の
こ
と
を
直
接
、
小
説
の
中
で
白
鳥
は
書
か
な
く

な
っ
た
と
、
伊
藤
整
（
一
九
〇
五―

一
九
六
九
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

（
⋮
）
そ
れ
［「
泥
人
形
」］
は
［
白
鳥
の
］
妻
［
つ
ね
］
の
心
に
よ
ほ
ど
深
い
傷
を
結
果
と
し
て
与
え
た
と
推
定
さ
れ
る
節
が
あ
る
。

青
野
季
吉
［
一
八
九
〇―

一
九
六
一
］
も
ま
た
若
い
時
か
ら
白
鳥
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
が
、「
白
鳥
は
あ
の
﹃
泥
人
形
﹄
の
あ
と
、



327 寺田透の「正宗白鳥論」（一九四七年）

そ
の
細
君
を
直
接
に
描
い
た
作
品
は
そ
の
後
に
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。（p. 190

）

こ
の
よ
う
な
伝
記
的
な
事
実
は
、
寺
田
の
論
点
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、「
泥
人
形
」
の
作
品
の
内
容
に
関
係
し
て
い
る
。

　

続
く
「
心
中
未
遂
」
は
一
九
一
三
年
、
白
鳥
三
十
四
歳
の
作
で
あ
る（
（（
（

。
こ
れ
は
、
女
主
人
公
お
す
ゑ
が
、
病
気
の
た
め
魂
の
な
い
人
形

の
よ
う
に
な
っ
た
息
子
朝
吉
を
残
し
て
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
女
中
奉
公
に
出
る
話
で
あ
る
。
寺
田
の
言
う
よ
う
に
、
お
す
ゑ
は
、「
も

少
し
楽
な
生
活
が
出
来
る
や
う
に
な
る
こ
と
」
を
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
お
す
ゑ
は
、
ご
く
ど
こ
に
で
も
い
る
消

極
的
な
夢
想
家
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
彼
女
が
積
極
的
な
夢
想
家
で
あ
る
と
は
作
品
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
作
品

の
中
で
お
す
ゑ
は
物
思
い
に
ふ
け
っ
た
り
、
夢
見
た
り
す
る
人
物
と
し
て
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
⋮
）
お
す
ゑ
は
取
留
め
の
な
い
考
へ
に
耽
り
な
が
ら
も
、
身
體
中
残
る
隈
な
く
磨
上
げ
た
。（p. 111

）

（
⋮
）「
ま
あ
奇
麗
な
家
だ
わ
ね
」
と
、
思
は
ず
［
お
す
ゑ
は
］
云
っ
て
、
夢
見
る
や
う
に
う
っ
と
り
し
た
。（p. 112

）

（
⋮
）
や
や
も
す
れ
ば
廊
下
に
立
っ
て
、
ぼ
ん
や
り
何
處
と
も
な
く
［
お
す
ゑ
は
］ 

見
詰
め
て
ゐ
た
。（p. 113

）

か
う
と
知
っ
た
ら
、
も
っ
と
早
く
奉
公
に
出
れ
ば
よ
か
っ
た
。
あ
ん
な
苦
労
ば
か
り
し
な
い
で
済
ん
だ
の
に
⋮
と
、
独
り
思
耽
っ
て

元
気
づ
い
て
ゐ
た
（
⋮
）。（p. 114

）
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    こ
の
よ
う
な
人
物
お
す
ゑ
が
、
こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
自
分
で
一
度
愛
想
づ
か
し
を
し
た
夫
、
勇
吉
と
心
中
未
遂
を
す

る
の
は
、
生
き
て
い
て
も
仕
方
な
い
と
い
う
お
す
ゑ
の
絶
望
感
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
に
作
品
の
中
に
あ
る
。

「
私
な
ん
ぞ
生
き
て
ゐ
た
っ
て
仕
方
が
な
い
ん
だ
わ
」
と
、
ホ
ロ
ホ
ロ
落
ち
る
涙
を
袂
で
［
お
す
ゑ
は
］
蔽
う
た
。（p. 114

）

こ
の
よ
う
に
死
を
考
え
る
ほ
ど
絶
望
で
き
る
点
で
、
逆
に
彼
女
は
希
望
が
大
き
か
っ
た
、
即
ち
、
大
変
な
夢
想
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
希
望
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
逆
に
希
望
が
閉
ざ
さ
れ
た
場
合
の
絶
望
が
大
き
く
な
る
と
は
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
こ
の
作
品
で
寺
田
の
言
う
主
人
公
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
の
は
妥
当
だ
と
も
言
え
る
。

　

次
の
「
入
江
の
ほ
と
り
」
は
一
九
一
五
年
に
、
白
鳥
三
十
六
歳
の
時
に
発
表
さ
れ
た
作
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
作
品
は
私
小
説
に
近
い
も
の
で

あ
る（
（（
（

。
こ
の
作
中
の
人
物
で
あ
る
長
男
、
栄
一
が
白
鳥
を
暗
示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
の
主
人
公
は
、
栄
一
の
弟
で
あ
る
辰
男
で

あ
る
。
彼
は
、
岡
山
の
田
舎
の
小
学
校
の
臨
時
教
員
を
し
て
い
る
三
十
歳
近
い
年
齢
の
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
の
中

で
複
数
の
登
場
人
物
が
夢
想
す
る
場
面
が
三
箇
所
あ
る
。
一
箇
所
目
は
、
辰
男
の
妹
の
勝
代
が
、
東
京
で
の
学
生
生
活
を
送
る
自
分
の
姿

を
空
想
す
る
場
面
で
、
次
の
よ
う
に
作
品
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
⋮
）［
勝
代
の
］
心
は
動
も
す
る
と
書
物
か
ら
離
れ
て
、
外
の
思
ひ
に
疲
れ
た
。
深
夜
も
白
晝
の
や
う
な
東
京
で
、
落
第
し
た
自
分

が
モ
ル
ヒ
ネ
か
何
か
の
毒
薬
を
飲
ん
で
自
殺
す
る
悲
し
い
有
様
を
空
に
描
い
た
り
、
西
洋
の
婦
人
と
自
在
に
会
話
を
取
か
は
し
て
ゐ



329 寺田透の「正宗白鳥論」（一九四七年）

る
得
意
な
有
様
に
胸
を
轟
か
せ
た
り
し
て
徒
ら
に
時
を
過
し
た
。（p. 238

）

こ
こ
で
勝
代
は
東
京
で
の
自
分
の
姿
を
プ
ラ
ス
面
（
楽
天
的
に
）
と
マ
イ
ナ
ス
面
（
悲
観
的
に
）
両
方
で
夢
想
し
て
い
る
。
楽
天
的
に
は
、

自
分
が
英
語
を
自
在
に
使
っ
て
い
る
姿
を
、
悲
観
的
に
は
、
自
分
の
自
殺
す
る
姿
を
彼
女
は
夢
想
す
る
。

　

二
箇
所
目
は
、
独
身
の
辰
男
に
、
辰
男
の
親
を
通
し
て
縁
談
の
話
が
あ
り
、
辰
男
は
未
来
の
妻
の
こ
と
を
夢
想
す
る
場
面
で
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

（
⋮
）
自
分
［
辰
男
］
に
女
房
の
出
来
る
の
が
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。（
⋮
）
そ
し
て
勝
代
が
［
東
京
の
学
校
に
進
む
た
め
実
家

を
］
出
て
行
っ
た
後
で
、
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
女
と
自
分
と
が
、
こ
の
二
階
に
住
ふ
こ
と
を
、
夢
の
や
う
に
感
じ
な
が
ら
、
ぐ
っ

す
り
睡
眠
に
陥
っ
た
。︹
原
文
改
行
︺
翌
日
学
校
の
往
帰
り
の
途
中
で
も
、
彼
れ
は
屡
々
結
婚
に
つ
い
て
珍
ら
し
げ
に
考
へ
た
。（p. 

243

）

こ
の
よ
う
に
辰
男
は
自
分
の
未
来
の
結
婚
生
活
を
夢
想
す
る
が
、
こ
の
縁
談
は
消
え
て
し
ま
い
、
そ
の
後
で
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

（
⋮
）
縁
談
は
、
碌
に
話
し
進
ま
ぬ
中
に
立
消
え
に
な
っ
て
、（
⋮
）
彼
れ
［
辰
男
］
は
二
三
日
妄
想
に
悩
ん
だ
だ
け
で
、
元
の
彼
れ

に
返
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
釘
付
の
や
う
に
な
っ
て
ゐ
ら
れ
た
。（p. 244
）
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こ
の
箇
所
で
は
、
辰
男
は
妄
想
に
悩
ん
だ
と
あ
り
、
こ
れ
は
夢
想
よ
り
も
強
い
表
現
で
あ
る
。
そ
の
妄
想
に
悩
ん
だ
後
は
、
平
常
心
に
戻

り
、
毎
日
の
日
課
の
英
語
の
独
学
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

三
箇
所
目
は
、
辰
男
の
不
注
意
で
、
一
家
が
住
む
家
の
、
二
階
の
辰
男
の
部
屋
か
ら
火
が
出
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
火
は
、
辰
男
の
家

の
一
家
全
員
で
消
し
止
め
る
が
、
辰
男
は
全
て
が
燃
え
て
し
ま
う
こ
と
を
夢
見
た
と
、
次
の
よ
う
に
本
文
に
あ
る
。

（
⋮
）
そ
し
て
、
い
っ
そ
今
夜
の
火
事
が
拡
が
っ
て
、
机
も
書
物
も
家
も
、
自
分
自
身
［
辰
男
］
も
焔
の
中
に
包
ま
れ
て
、
燃
え
て

し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
や
う
に
思
は
れ
出
し
た
。︹
原
文
改
行
︺
家
か
ら
家
へ
火
が
移
っ
て
、
村
一
面
に
焔
の
海
と
な
っ
て
、
見
覚
え

の
あ
る
村
の
者
共
が
顔
や
手
足
を
焼
焦
が
し
て
泣
叫
ん
で
ゐ
る
光
景
を
彼
れ
は
夢
み
た
。（p. 252

）

こ
れ
は
、
自
分
自
身
を
含
め
て
の
全
て
の
物
の
破
壊
願
望
で
あ
り
、
上
記
作
品
「
心
中
未
遂
」
の
お
す
ゑ
が
死
を
願
望
す
る
の
と
似
て
い

る
。
辰
男
の
破
壊
願
望
は
、
彼
の
日
常
生
活
か
ら
の
脱
出
願
望
を
示
す
。
こ
の
「
入
江
の
ほ
と
り
」
で
は
勝
代
と
辰
男
と
が
、
空
想
し
た

り
、
夢
想
し
た
り
す
る
人
物
と
し
て
読
者
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
付
加
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
作
品
で
は
勝
代
、
辰
男
、
長
男
栄
一
の
心

の
中
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
小
説
の
語
り
手
が
、
こ
れ
ら
の
三
人
の
登
場
人
物
の
心
の
中
に
入
っ
て
、
そ
の
心
の
中
の
描
写

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
人
の
登
場
人
物
を
客
観
的
に
描
写
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
構
成
を
立
体
的
に
し
て
い
る
。

　

次
に
見
る
「
牛
部
屋
の
匂
ひ
」
は
一
九
一
六
年
、
白
鳥
三
十
七
歳
の
作
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
作
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
が
「
事
実
と
想
像
」
の

中
で
、
事
実
に
基
づ
い
た
作
で
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
認
め
て
い
る（
（（
（

。
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﹃
牛
部
屋
の
匂
ひ
﹄
は
終
り
の
泥
棒
に
入
る
所
は
作
り
事
で
す
が
、
略
々
事
実
に
基
い
て
ゐ
ま
す
。
幼
年
時
代
か
ら
私
［
白
鳥
］
の

熟
知
し
て
ゐ
る
家
庭
で
、
材
料
が
豊
富
な
の
に
、
私
の
筆
が
萎
け
て
十
の
一
も
書
け
な
か
っ
た
の
が
遺
憾
で
す
。
あ
の
中
の
会
話
に

は
私
が
直
接
に
聞
い
た
こ
と
そ
の
ま
ゝ
な
の
が
多
い
で
す
。（p. 268

）

こ
の
よ
う
に
こ
の
作
は
、白
鳥
の
故
郷
、岡
山
の
実
在
の
人
物
た
ち
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
で
は
、女
主
人
公
菊
代
（
二
十

代
後
半
の
年
齢
で
あ
る
）
は
八
十
歳
の
祖
母
と
両
眼
の
見
え
な
い
母
お
夏
と
、
三
人
で
牛
部
屋
で
暮
ら
す
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
菊
代
は

二
人
の
夫
を
持
っ
た
が
、
一
人
目
は
軍
隊
で
死
に
、
二
人
目
の
夫
は
朝
鮮
へ
出
稼
ぎ
に
出
か
け
て
家
に
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

菊
代
が
夢
想
家
で
あ
る
こ
と
は
作
品
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
朝
鮮
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
夫
の
繁
松
が
日
本
に
戻
っ
た
時
に
、

菊
代
は
夫
に
現
在
の
住
む
場
所
か
ら
他
の
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
言
う
。
現
実
の
生
活
を
全
て
捨
て
た
い
と
い
う
願
望
を
次
の
よ

う
に
、
菊
代
は
言
う
。

「
思
ひ
立
っ
た
時
に
直
ぐ
に
行
か
に
ゃ
、
愚
図
々
々
し
て
る
間
に
ゃ
家
が
出
ら
れ
ん
や
う
に
な
る
も
の
。
う
ち
［
菊
代
］
は
こ
れ
ま

で
に
何
度
も
一
人
で
他
所
へ
行
っ
て
し
ま
は
う
か
と
思
う
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
け
ぃ
ど
、
お
母
や
祖
母
の
こ
と
が
気
に
掛
っ
て
ど
う

し
て
も
行
け
な
ん
だ
。
ぢ
ゃ
け
ど
今
夜
な
ら
覚
悟
が
つ
い
た
の
ぢ
ゃ
。
こ
の
船
が
出
せ
に
ゃ
、
伝
馬
に
で
も
乗
せ
て
連
れ
て
行
っ
て

下
ん
せ
」（p. 321

）

こ
の
引
用
文
の
中
で
、「
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
一
人
で
他
所
へ
行
っ
て
し
ま
は
う
か
と
思
う
た
」
と
彼
女
の
願
望
を
述
べ
て
い
る
。
夫
の
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繁
松
に
再
会
し
て
、
実
際
に
行
動
し
ょ
う
と
菊
代
は
思
い
、
繁
松
に
自
分
を
外
へ
連
れ
出
す
よ
う
に
頼
む
。
こ
こ
で
も
、
自
分
一
人
で
は

実
行
に
移
せ
な
い
菊
代
の
性
格
が
出
て
い
る
の
で
、
寺
田
の
言
う
よ
う
に
、
菊
代
は
夢
想
し
、「
望
ま
し
い
事
態
が
起
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
待
つ
だ
け
」（p. 80

）の
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
繁
松
が
現
れ
な
け
れ
ば
、菊
代
は
こ
の
土
地
を
最
終
的
に
離
れ
る
決
心
は
つ
か
な
か
っ

た
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の
作
品
で
の
主
人
公
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
寺
田
の
言
葉
は
当
て
は
ま
る
。

　

次
に
見
る
「
毒
婦
の
や
う
な
女
」
は
一
九
二
〇
年
、
白
鳥
四
十
一
歳
の
作
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
作
の
中
で
、
女
主
人
公
お
か
つ
が
新
七
と
関

係
が
で
き
る
が
、
そ
の
新
七
の
兄
、
幸
吉
（
幸
吉
と
新
七
と
の
実
家
で
あ
る
店
の
跡
取
り
長
男
）
を
お
か
つ
が
誘
惑
す
る
内
容
で
あ
る
。

こ
の
作
を
吉
田
精
一
は
、
女
性
の
特
殊
な
心
理
を
描
く
作
と
し
て
分
類
し
て
い
る（
（（
（

。
お
か
つ
は
幸
吉
を
誘
惑
す
る
こ
と
を
夢
想
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
実
際
に
幸
吉
に
三
度
、
誘
惑
の
た
め
の
手
紙
を
出
す
と
い
う
行
動
に
出
て
い
る
。
寺
田
は
、
一
般
論
の
形
で
あ
る
が
、
白
鳥

の
初
期
作
品
の
主
人
公
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
が
、
お
か
つ
は
行
動
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
実
に
さ
し
せ
ま
る
問
題
を
彼
等
［
白
鳥
の
初
期
小
説
の
主
人
公
た
ち
］
は
意
志
と
推
理
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
代
り
に
、

夢
想
し
、
望
ま
し
い
事
態
が
起
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
待
つ
だ
け
で
あ
る
。（﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄p. 80

）

お
か
つ
の
行
動
に
触
れ
る
前
に
、
こ
こ
で
、
も
う
少
し
詳
し
く
、
お
か
つ
が
ど
の
よ
う
に
夢
想
家
で
あ
っ
た
か
、
作
品
の
中
に
見
た
い
。

　

新
七
の
兄
で
あ
る
幸
吉
に
惹
か
れ
た
お
か
つ
の
心
の
中
の
描
写
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

長
い
間
恋
焦
れ
て
ゐ
た
男
に
め
ぐ
り
会
っ
た
や
う
な
気
持
で
、
お
か
つ
は
幸
吉
の
顔
形
を
何
時
ま
で
も
目
の
前
に
浮
べ
て
は
弄
ん
で
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ゐ
た
。（p. 471

）

こ
こ
で
お
か
つ
が
幸
吉
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
読
者
に
分
か
る
。
お
か
つ
は
、
一
人
の
男
だ
け
を
愛
す
る
の
で
は
な
い
、
多

情
な
女
と
し
て
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
。
彼
女
は
新
七
だ
け
に
満
足
で
き
る
女
で
は
な
い
。
こ
の
お
か
つ
は
、
自
分
の
美
し
さ
に
次
の
よ

う
に
自
信
の
あ
る
女
で
あ
る
。

「
ス
テ
キ
な
女
だ
」
と
、
擦
違
ひ
に
若
い
者
か
ら
聲
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
自
分
［
お
か
つ
］
が
す
べ
て
の
男
の
目
を
惹
い
て
ゐ
る
や

う
な
誇
り
を
覚
え
た
。（p. 476
）

こ
の
よ
う
に
お
か
つ
は
自
分
の
女
と
し
て
の
魅
力
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
女
は
全
て
の
男
の
注
意
を
引
く
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

る
ナ
ル
シ
ス
ト
の
面
を
持
っ
て
い
る
。
更
に
お
か
つ
は
幸
吉
に
近
づ
く
こ
と
を
次
の
よ
う
に
夢
想
す
る
。

（
⋮
）
親
し
く
幸
吉
に
近
づ
け
る
手
段
を
空
想
し
な
が
ら
、
今
度
は
早
速
く
家
へ
［
お
か
つ
は
］
帰
っ
た
。（p. 476

）

こ
こ
に
は
幸
吉
に
近
づ
く
手
段
を
空
想
し
て
い
る
お
か
つ
が
出
て
い
る
。
こ
の
お
か
つ
の
幸
吉
へ
の
思
い
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
⋮
）
お
か
つ
は
（
⋮
）
自
ら
励
ま
し
た
。「
ビ
ク
ビ
ク
し
て
尻
込
み
し
た
っ
て
災
難
が
落
ち
て
来
る
時
に
ゃ
来
る
ん
だ
か
ら
、
思
ふ
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存
分
や
っ
て
見
な
け
れ
ば
嘘
さ
。
一
目
見
た
時
か
ら
、
こ
の
人
［
幸
吉
］
に
な
ら
命
か
け
て
も
と
思
っ
た
の
だ
も
の
」（p. 482

）

こ
の
引
用
で
の
「
思
ふ
存
分
や
っ
て
見
な
け
れ
ば
嘘
さ
」
と
い
う
お
か
つ
の
言
葉
に
は
、
考
え
た
こ
と
を
即
座
に
行
動
に
移
す
お
か
つ
の

性
格
が
う
か
が
え
る
。
幸
吉
と
の
恋
愛
に
自
分
の
命
を
か
け
る
と
い
う
決
心
を
彼
女
は
こ
こ
で
表
明
し
て
い
る
。
お
か
つ
は
単
な
る
夢
想

家
で
は
な
い
。
お
か
つ
は
一
方
的
に
幸
吉
を
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
幸
吉
も
自
分
に
関
心
が
あ
る
こ
と
を
見
透
か
し
、
次
の
よ
う

に
言
う
。

弟
［
新
七
］
に
よ
く
似
て
ゐ
る
兄
で
は
な
い
か
。（
⋮
）
ど
う
せ
［
幸
吉
の
］
腹
の
中
は
分
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
。（p. 490

）

お
か
つ
は
、
自
分
が
関
係
を
持
っ
た
新
七
に
つ
い
て
十
分
に
知
っ
て
い
る
と
い
う
自
信
が
あ
る
。
そ
の
新
七
と
幸
吉
と
は
兄
弟
で
あ
る
か

ら
、
二
人
と
も
お
な
じ
よ
う
に
自
分
に
魅
惑
さ
れ
る
と
い
う
自
信
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
お
か
つ
が
三
度
、
幸
吉
に
手
紙
を
出
し
た
後
、
幸
吉
は
お
か
つ
に
会
う
こ
と
に
な
る
。
幸
吉
は
お
か
つ
に
惹
か
れ
る
自
分

と
、
お
か
つ
と
関
係
を
も
っ
た
場
合
の
幸
吉
自
身
の
家
庭
の
崩
壊
の
危
機
を
意
識
し
、
お
か
つ
を
毒
婦
と
呼
ぶ
。
次
の
よ
う
に
作
品
に
は

あ
る
。お

か
つ
の
媚
び
を
含
ん
だ
眼
差
は
幸
吉
を
戦
か
し
た
。
自
分
の
破
滅
を
恐
れ
た
や
う
に
思
は
ず
後
退
り
し
て
、「
あ
な
た
［
お
か
つ
］

の
や
う
な
人
こ
そ
毒
婦
と
云
ふ
ん
だ
ら
う
」
と
、
声
を
震
は
せ
て
［
幸
吉
は
］
云
っ
た
。
顔
に
も
血
の
気
を
失
っ
た
。（p. 504

）
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こ
こ
で
、「
幸
吉
を
戦
か
し
た
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
お
か
つ
の
眼
差
し
に
幸
吉
は
強
く
誘
惑
さ
れ
、
幸
吉
の
心
は
極
端
に
困
惑
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
小
説
の
語
り
手
は
、
幸
吉
の
心
の
様
子
を
描
写
し
て
い
る
（
語
り
手
は
作
中
で
新
七
の
心
の
中

も
描
写
し
て
い
る
［p. 488

］
こ
と
を
こ
こ
で
付
加
す
る
）。
お
か
つ
は
、
こ
の
場
面
で
幸
吉
を
見
切
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
こ

の
作
品
の
結
末
は
な
っ
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

お
か
つ
は
愚
図
々
々
し
て
ゐ
る
幸
吉
を
侮
蔑
し
た
目
で
見
な
が
ら
、
梯
子
段
か
ら
下
を
覗
い
て
、「
主
婦
さ
ん
、
若
旦
那
［
幸
吉
］

は
お
帰
り
に
な
る
ん
で
す
っ
て
」
と
叫
ん
だ
。︹
原
文
改
行
︺
幸
吉
は
逃
げ
る
や
う
に
出
て
行
っ
た
。（p. 504

）

こ
の
よ
う
に
こ
の
作
品
の
結
末
は
、
お
か
つ
が
幸
吉
に
見
切
り
を
付
け
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
彼
女
は
自
分
の
熱
い
気
持
ち
を

受
け
止
め
る
こ
と
の
で
き
る
男
を
幸
吉
に
求
め
た
と
言
い
う
る
。
彼
女
は
、
決
然
と
見
切
り
を
つ
け
る
、
い
わ
ば
男
性
的
な
性
格
の
女
性

と
し
て
、
こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
。
寺
田
の
言
う
の
と
は
違
っ
て
、
お
か
つ
の
情
欲
が
彼
女
の
夢
想
内
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
な
い
。
彼
女

は
行
動
の
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
か
つ
が
自
身
の
情
欲
に
よ
り
幸
吉
を
虜
に
し
、
最
後
の
地
点
ま
で
行
か
な
い
こ
と
は
、
小
説
の
中
で

明
ら
か
で
あ
る
。
寺
田
の
次
の
言
葉
が
こ
の
こ
と
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。

彼
女
［
お
か
つ
］
の
情
欲
の
描
写
は
こ
の
程
度
の
彼
女
自
身
の
夢
想
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ
て
ゐ
て
、
情
欲
自
体
が
彼
女
を
つ
つ
き

ま
わ
し
、
彼
女
を
く
ぐ
つ
と
し
、
そ
の
行
為
が
彼
女
自
体
だ
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。（﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄p. 81

）
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確
か
に
、
寺
田
の
言
う
よ
う
に
、
お
か
つ
は
作
品
の
中
で
男
を
徹
底
的
に
狂
わ
し
て
、
破
滅
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
型
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
。
そ
の
よ
う
な
結
末
に
な
る
よ
う
に
は
、
白
鳥
は
描
い
て
い
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
寺
田
の
言
う
、
白
鳥
の
比
較
的
初
期
の
小
説
で
の
登
場
人
物
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
部
分
、
当
て
は

ま
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
夢
想
の
中
身
に
濃
淡
が
あ
る
と
言
い
う
る
。「
徒
労
」
の
壮
吉
は
精
神
異
常
の
あ
る
妄
想

家
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
病
的
な
夢
想
家
と
い
う
、
極
端
な
夢
想
家
に
、
壮
吉
は
分
類
で
き
る
。「
泥
人
形
」
の
守
屋
重
吉
は
、
現
実

主
義
者
で
あ
り
、
夢
想
家
で
は
な
い
。「
入
江
の
ほ
と
り
」
の
辰
男
は
時
々
、
夢
想
は
す
る
が
、
頑
固
な
変
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。「
牛

部
屋
の
匂
ひ
」
の
菊
代
は
下
層
で
生
き
る
女
性
の
一
人
で
あ
っ
た
。
但
し
、「
入
江
の
ほ
と
り
」
の
辰
男
、「
心
中
未
遂
」
の
お
す
ゑ
と
「
牛

部
屋
の
匂
ひ
」
の
菊
代
は
、
共
通
し
て
現
在
の
生
活
か
ら
脱
出
し
て
、
別
の
新
し
い
生
活
に
移
り
た
い
と
強
く
思
う
夢
想
家
で
あ
っ
た
が
、

作
品
中
で
、
自
分
一
人
で
は
そ
れ
を
実
行
で
き
な
い
人
物
た
ち
で
あ
っ
た
。「
毒
婦
の
や
う
な
女
」
の
お
か
つ
は
自
分
の
夢
想
を
自
分
一

人
で
実
行
に
移
す
行
動
的
な
夢
想
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
行
動
は
不
徹
底
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
極
端
な
夢
想
家
、
一
人
で
は
行

動
に
移
せ
な
い
夢
想
家
、
一
人
で
行
動
に
移
す
こ
と
の
で
き
る
夢
想
家
と
三
種
類
の
夢
想
家
に
、
白
鳥
の
比
較
的
に
初
期
の
小
説
の
主
人

公
を
分
類
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
で
、
寺
田
の
言
う
、
白
鳥
の
比
較
的
初
期
の
小
説
で
の
登
場
人
物
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
白
鳥
の
作
品
に

沿
っ
て
、
検
討
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
以
上
の
こ
と
へ
の
補
説
と
し
て
、
白
鳥
の
小
説
に
つ
い
て
の
寺
田
の
考
え
を
更
に
付
加
す
る
。
寺
田
は
、
白
鳥
死
去
の
際

の
座
談
会
「
正
宗
白
鳥
」（
一
九
六
三
年
）
の
中
で
、
白
鳥
の
作
品
と
し
て
、「
入
江
の
ほ
と
り
」
と
「
生
ま
ざ
り
し
な
ら
ば
」
を
高
く
評
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価
し
、
次
の
よ
う
に
言
う（
（（
（

。

（
⋮
）「
入
江
の
ほ
と
り
」
や
「
生
ま
ざ
り
し
な
ら
ば
」
の
よ
う
な
も
の
、
あ
れ
も
［
白
鳥
の
﹃
作
家
論
﹄
と
共
に
］
残
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
。（p. 159

）

寺
田
が
こ
の
よ
う
に
、
高
く
評
価
す
る
「
生
ま
ざ
り
し
な
ら
ば
」
は
、
本
論
で
扱
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
、
未
検
討
の
こ
の
作
を
検

討
す
る
。
寺
田
は
、
こ
の
作
に
つ
い
て
、「
白
鳥
小
論
」（
一
九
五
三
年
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

（
⋮
）
そ
の
思
想
が
本
来
相
対
主
義
で
あ
っ
た
た
め
に
、﹃
牛
部
屋
の
匂
ひ
﹄
や
﹃
生
ま
ざ
り
し
な
ら
ば
﹄
の
や
う
な
透
明
な
、
幻
覚

の
や
う
に
美
し
い
小
説
や
、﹃
安
土
の
春
﹄
の
や
う
な
縹
渺
と
し
た
芝
居
も
［
白
鳥
は
］
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
そ

こ
に
あ
る
の
は
い
は
ば
精
妙
な
仮
説
の
美
し
さ
で
あ
る
。（p. 228

）

こ
こ
に
は
、
白
鳥
の
思
想
が
相
対
主
義
で
あ
り
、
そ
の
た
め
多
様
な
世
界
を
小
説
と
芝
居
の
中
で
展
開
で
き
た
と
、
寺
田
は
考
え
て
い
る
。

仮
説
を
作
る
よ
う
に
多
様
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
白
鳥
が
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
寺
田
が
高
く
評
価
し
た
「
生
ま
ざ
り
し
な
ら
ば
」
は

一
九
二
三
年
、
白
鳥
四
十
四
歳
の
作
で
あ
る（
（（
（

。
寺
田
は
、
こ
の
作
を
上
記
の
引
用
の
よ
う
に
、「
透
明
な
、
幻
覚
の
や
う
に
美
し
い
小
説
」

と
言
っ
た
。
吉
田
精
一
は
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
白
鳥
の
大
正
後
期
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
り
、
強
い
現
実
感
を
も
っ
た
力
作
で
あ
る
と

評
言
し
て
い
る（
（（
（

。
作
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
小
説
の
中
の
親
の
立
場
か
ら
そ
の
子
供
を
生
ま
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
含
み
が
あ
る
。
こ
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の
小
説
で
は
、
牛
島
夫
妻
と
そ
の
息
子
俊
一
︹
十
歳
︺
が
中
心
的
な
登
場
人
物
で
あ
る
。
夫
の
牛
島
長
吉
（
三
十
代
後
半
）
の
不
身
持
ち

の
た
め
、
骨
膜
炎
の
息
子
俊
一
が
生
ま
れ
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
長
吉
の
妻
お
そ
で
は
元
芸
者
で
あ
る
。
小
説
の
結
末
で
、
牛
島
夫
妻

間
の
口
論
と
殴
り
合
い
の
け
ん
か
の
間
、
俊
一
は
玄
関
先
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
倒
れ
、
そ
の
こ
と
を
夫
妻
は
知
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
終

わ
る
。
牛
島
長
吉
の
浮
気
心
、
お
そ
で
と
そ
の
妹
の
計
画
す
る
事
業
の
こ
と
、
俊
一
の
看
護
を
す
る
た
め
に
雇
わ
れ
て
い
る
上
田
の
こ
と

が
、
こ
の
作
の
副
筋
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
話
で
は
、
息
子
俊
一
へ
の
妻
お
そ
で
の
強
い
愛
情
が
、
次
の
よ
う
に
強
烈
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
⋮
）
お
そ
で
は
、（
⋮
）
俊
一
に
寄
添
っ
て
、（
⋮
）
彼
れ
［
俊
一
］
の
身
体
中
を
舐
尽
し
た
い
や
う
な
情
炎
に
燃
え
て
ゐ
た
。（
⋮
）

お
そ
で
は
出
来
る
も
の
な
ら
、俊
一
の
骨
を
も
肉
を
も
腐
ら
せ
て
ゐ
る
さ
う
い
ふ
膿
を
、自
分
の
脣
で
吸
取
っ
て
や
り
た
か
っ
た
。（p. 

177

）

こ
れ
は
、自
分
が
生
ん
だ
子
へ
の
愛
情
か
ら
、そ
の
子
の
病
気
を
治
し
た
い
と
い
う
母
の
気
持
ち
の
表
現
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
情
炎
」
は
、

お
そ
で
の
気
持
ち
の
激
し
さ
を
表
す
。
こ
の
よ
う
な
情
念
の
激
し
い
妻
に
対
し
て
、
夫
長
吉
は
次
の
よ
う
に
危
惧
を
感
じ
て
い
る
。

喜
怒
哀
楽
の
昂
進
し
た
時
の
お
そ
で
の
暴
動
の
物
狂
ほ
し
さ
を
、
彼
れ
［
長
吉
］
は
危
か
し
が
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。（p. 180

）

こ
の
気
性
の
激
し
い
妻
と
、
小
説
の
結
末
で
、
夫
は
殴
り
合
い
の
け
ん
か
に
な
る
。
息
子
の
俊
一
は
、
両
親
の
け
ん
か
か
ら
逃
げ
よ
う
と

し
て
、
玄
関
先
で
倒
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
面
で
は
、
両
親
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
小
説
の
前
面
に
出
て
い
て
、
両
親
は
俊
一
の
気
持
ち
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（
両
親
の
け
ん
か
を
見
た
心
の
動
揺
）
を
無
視
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
夫
婦
の
息
子
俊
一
は
、
上
述
の
「
入
江
の
ほ
と
り
」、「
心
中
未
遂
」、「
牛
部
屋
の
匂
ひ
」
の
主
人
公
た
ち
と
同
じ
く
、
ど

こ
か
別
の
世
界
へ
逃
亡
す
る
こ
と
を
夢
見
る
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
俊
一
は
両
親
に
も
他
の
回
り
の
人
間
か
ら
も
離
れ
た
自
由
な

場
所
を
求
め
て
い
る
人
物
と
し
て
次
の
よ
う
に
読
者
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
⋮
）
彼
れ
［
俊
一
］
は
、
知
ら
な
い
誰
か
に
連
れ
ら
れ
て
、
遠
い
處
へ
行
っ
て
も
構
ふ
こ
と
は
な
い
と
、
ひ
と
り
で
覚
悟
を
極
め

て
ゐ
た
。
む
し
ろ
さ
う
な
る
こ
と
を
待
設
け
る
こ
と
さ
へ
あ
っ
た
。（p. 195

）

こ
の
よ
う
に
白
鳥
は
、
こ
の
作
で
独
特
な
世
界
を
作
っ
た
と
言
え
る
。
牛
島
の
妻
お
そ
で
の
情
念
の
深
さ
、
そ
の
息
子
俊
一
の
自
由
な
場

所
を
求
め
る
救
い
の
な
い
心
境
が
強
烈
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
を
寺
田
は
、「
牛
部
屋
の
匂
ひ
」
と
共
に
、「
透
明
な
、
幻
覚
の
や
う

に
美
し
い
小
説
」
と
理
解
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
で
、
寺
田
が
高
く
評
価
す
る
白
鳥
の
「
生
ま
ざ
り
し
な
ら
ば
」
の
内
容
の
検
討
を
補
足
し
た
。

　
　

四

　

本
論
で
は
寺
田
透
の
「
正
宗
白
鳥
」（
一
九
四
七
年
七
月
）
に
焦
点
を
当
て
た
。
特
に
、
白
鳥
の
三
十
四
歳
か
ら
四
十
歳
頃
ま
で
の
小

説
の
登
場
人
物
た
ち
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
寺
田
の
主
張
を
具
体
的
に
検
討
し
た
。
結
局
、
そ
の
場
合
の
夢
想
の
中
身
に
は
、
登
場
人
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物
に
よ
っ
て
濃
淡
が
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
見
た
。
し
か
し
、
白
鳥
の
初
期
作
品
の
登
場
人
物
が
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
白
鳥
の

小
説
の
構
造
と
白
鳥
の
若
さ
と
の
密
接
な
関
係
に
寺
田
の
論
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
筆
者
は
指
摘
し
た（
（（
（

。

＊ 　

査
読
者
に
、
本
論
文
に
詳
細
な
訂
正
の
指
摘
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
た
だ
し
、
論
文
作
成
の
形
式
（
各
節
の
始

め
に
こ
れ
か
ら
論
ず
る
内
容
の
紹
介
を
置
き
、
各
節
の
終
わ
り
に
そ
の
節
で
論
じ
た
内
容
を
ま
と
め
る
と
い
う
形
式
）
と
、
寺
田
と
白

鳥
の
年
齢
に
何
回
も
言
及
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
型
を
通
し
た
こ
と
を
、
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

注（
１
）
松
村
明
編
、
第
三
版
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
２
）﹃
言
語
文
化
﹄ （
同
志
社
大
学
言
語
文
化
学
会
）
九―
二
（
二
〇
〇
六
年
）、pp. 303-321

。
引
用
箇
所
はp. 303

。

（
３
）
寺
田
透
﹃
遷
易
不
尽
（
寺
田
透
遺
稿
集
）﹄（
講
談
社
、
一
九
九
六
年
）、pp. 239-275

。

（
４
）  

以
下
、﹃
寺
田
透
・
評
論
﹄か
ら
引
用
す
る
。﹃
寺
田
透
・
評
論
﹄（
思
潮
社
）は
第
Ｉ
期
全
七
巻（
一
九
六
九―

一
九
七
五
）と
第
Ⅱ
期
全
８
巻（
一
九
七
九

―

一
九
八
一
）
が
あ
る
。
引
用
の
際
、﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
こ
れ
は
﹃
寺
田
透
・
評
論
﹄
第
Ｉ
期
第
Ｉ
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、

﹃
寺
田
透
・
評
論
﹄
に
含
ま
れ
て
い
な
い
寺
田
の
評
論
（
一
九
七
三
年
以
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の
）
は
単
行
本
か
ら
の
引
用
と
す
る
。「
偏
奇
館
性
感
冒
」

は
﹃
作
家
私
論
﹄（
改
造
社
、
一
九
四
九
年
）
に
所
収
。﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄、p. 52-59
。﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄
で
は
改
題
さ
れ
た
「
偏
奇
性
感
冒
」
の
題
で

あ
る
。
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（
５
）﹃
群
像
﹄
一
九
八
五
年
八
月
号
初
出
。﹃
不
可
測
の
振
幅
﹄（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
）、pp. 34-39

。

（
６
）
河
出
書
房
の
出
版
物
へ
の
寺
田
の
執
筆
は
、
彼
の
前
出
の
年
譜
の
一
九
五
〇
年
、
一
九
五
四
年
の
項
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
（pp. 

243-247
）。

（
７
）﹃
群
像
﹄
一
九
八
六
年
十
月
号
初
出
。
前
出
﹃
不
可
測
の
振
幅
﹄、pp. 46-50

。

（
８
）
寺
田
は
中
野
重
治
を
、
同
時
代
の
文
学
者
と
し
て
敬
愛
し
て
い
た
と
言
え
る
。
中
野
が
単
に
文
学
者
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
思
想
的
社
会
運
動
家

で
あ
っ
た
と
、
寺
田
は
評
価
す
る
。
寺
田
「
中
野
重
治
の
死
の
折
に
」（﹃
群
像
﹄
一
九
七
九
年
十
一
月
号
初
出
。
寺
田
﹃
文
学
の
運
命
﹄［
構
想
社
、

一
九
八
〇
年
］、pp. 11-14
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
９
）﹃
文
芸
往
来
﹄（
鎌
倉
文
庫
）
一
九
四
七
年
三
月
十
七
日
初
出
。
前
出
﹃
作
家
私
論
﹄
所
収
。﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄、pp. 67-71

。

（
10
）﹃
寺
田
透
評
唱
﹄ （﹃
現
代
詩
手
帖
（
六
月
臨
時
増
刊
）﹄
二
十―

七
［
思
潮
社
、
一
九
七
七
年
］）
所
収
、
杉
浦
明
平
「
物
忘
れ
と
疑
問
」（pp. 52-55

）

参
照
。

（
11
）﹃
ア
ラ
ラ
ギ
﹄
一
九
四
七
年
三
月
初
出
。
前
出
﹃
作
家
私
論
﹄
所
収
。﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄、pp. 60-66

。

（
12
）﹃
文
学
﹄（
岩
波
書
店
）
一
九
四
七
年
七
月
初
出
。
前
出
﹃
作
家
私
論
﹄
所
収
。﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄、pp. 72-87

。

（
13
）
小
説
の
造
型
性
と
「
詩
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
寺
田
は
白
鳥
没
後
の
座
談
会
「
正
宗
白
鳥
」（﹃
群
像
﹄
一
九
六
三
年
一
月
号
、pp. 145-159

。

中
村
光
夫
［
一
九
一
一―

一
九
八
八
］、平
野
謙
［
一
九
〇
七―

一
九
七
八
］
が
出
席
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
こ
の
時
、寺
田
は
四
十
八
歳
で
、「
正

宗
白
鳥
論
」
発
表
後
十
六
年
経
過
し
て
い
る
。

（
⋮
）
小
説
的
な
造
型
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
散
文
詩
風
な
造
型
と
い
う
点
で
は
ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
て
完
璧
性
を
［
白
鳥
は
］
狙
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
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い
で
す
か
。（
⋮
）
ぼ
く
［
寺
田
］
な
ん
か
に
し
て
み
る
と
、
あ
の
人
［
白
鳥
］
の
作
品
が
好
き
な
の
は
、
小
説
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
が
精
神

の
は
た
ら
き
に
非
常
に
近
い
出
来
方
を
し
た
、
別
次
元
の
、
詩
の
世
界
み
た
い
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。（pp. 148-149

）

    

こ
の
寺
田
の
発
言
に
対
し
て
、
平
野
謙
は
白
鳥
の
作
品
を
散
文
詩
と
か
、
詩
と
か
言
わ
な
い
で
、
単
に
散
文
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、

寺
田
に
反
論
し
て
い
る
。
中
村
光
夫
は
「
そ
れ
は
寺
田
さ
ん
の
散
文
論
で
、
す
こ
し
フ
ラ
ン
ス
的
過
ぎ
る
な
。
今
の
寺
田
さ
ん
の
話
は
非
常
に
お
も

し
ろ
か
っ
た
。」（p. 149
）
と
反
応
す
る
。

（
14
）﹃
日
本
評
論
﹄
十
七―

一
～
八
（
一
九
四
二
年
一
月
～
八
月
）
初
出
。﹃
正
宗
白
鳥
全
集
﹄
四
（
新
潮
社
、
一
九
六
六
年
）、pp. 37-96

。
正
宗
白
鳥

の
全
集
に
は
、新
潮
社
版
（
全
十
三
巻
、一
九
六
五―

一
九
六
八
）
と
福
武
書
店
版
（
全
三
十
巻
、一
九
八
三―

一
九
八
六
）
が
あ
る
。
本
論
文
で
は
、

新
潮
社
版
か
ら
引
用
す
る
。
但
し
、
新
潮
社
版
に
含
ま
れ
て
い
な
い
作
品
か
ら
の
引
用
は
福
武
書
店
版
全
集
に
よ
る
。
新
潮
社
版
全
集
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
中
島
河
太
郎
「
全
集
編
纂
に
つ
い
て
」（﹃
正
宗
白
鳥
全
集
﹄
一
［
新
潮
社
、
一
九
六
五
年
］
付
録
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
白
鳥
生

涯
の
全
作
品
の
分
量
は
二
五
〇
〇
篇
で
あ
る
が
、
新
潮
社
版
全
集
に
は
約
一
〇
〇
〇
篇
を
お
さ
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
新
潮
社
版
全
集
に
は
、

白
鳥
全
作
品
の
中
で
、
小
説
は
二
割
弱
、
戯
曲
、
随
筆
、
翻
訳
は
半
数
、
評
論
、
回
想
、
詩
は
大
部
分
を
収
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
15
）「
人
間
の
霊
魂
の
行
方
」
と
い
う
句
は
、「
根
無
し
草
」
の
中
の
、
次
の
章
「
永
遠
の
恐
怖
」「
江
戸
の
に
ほ
ひ
」「
数
人
の
学
友
」
の
中
に
現
れ
る
。

更
に
、
登
場
人
物
（
白
鳥
自
身
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
人
物
）
の
空
想
に
つ
い
て
は
、「
根
無
し
草
」
全
体
で
５
箇
所
ほ
ど
現
れ
る
。

（
16
）
白
鳥
自
身
、
自
作
が
世
間
の
種
々
相
を
写
実
的
に
描
こ
う
と
志
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
寺
田
が
言
う
風
俗
と
歴
史
の
中
で
、
こ
の
よ
う
に
白
鳥
は
風

俗
を
主
に
描
こ
う
と
し
た
と
言
い
う
る
。
白
鳥
「
私
の
信
条
」（﹃
世
界
﹄
一
九
五
〇
年
十
二
月
号
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
九
、pp. 245-250

）
を
参

照
の
こ
と
（p. 248

）。
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（
17
）﹃
文
芸
﹄
一
九
四
八
年
三
月
号
、pp. 34-47

。
青
野
季
吉
（
一
八
九
〇―

一
九
六
一
）、河
上
徹
太
郎
（
一
九
〇
二―

一
九
八
〇
）、荒
正
人
（
一
九
一
三

―
一
九
七
九
）
と
の
座
談
会
で
あ
る
。

（
18
）﹃
日
本
脱
出
﹄
は
﹃
群
像
﹄
一
九
四
九
年
一
月
、
四
月
に
前
編
（
第
一
部
、
第
二
部
）
発
表
。
後
編
は
﹃
心
﹄
一
九
五
〇
年
三
月―

十
二
月
、

一
九
五
三
年
三
月
に
発
表
。
新
潮
社
版
全
集
四
（
一
九
六
六
）、pp. 140-390

。
本
論
文
の
注
35
（
２
）
参
照
。

（
19
）﹃
早
稲
田
文
学
﹄
一
九
一
〇
年
七
月
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
一
（
一
九
六
五
年
）、pp. 340-363

。

（
20
）﹃
自
然
主
義
の
研
究
﹄
下
（
東
京
堂
、
一
九
五
七
年
）、p. 796

。
吉
田
は
白
鳥
の
小
説
を
四
種
類
に
分
類
す
る
。
即
ち
、
ロ
オ
カ
ル
カ
ラ
ー
の
も
の
、

普
通
の
日
常
生
活
（
市
井
の
世
相
）
を
描
い
た
も
の
、
女
性
の
特
殊
な
心
理
を
扱
っ
た
も
の
、
白
鳥
的
な
妖
気
の
た
だ
よ
う
世
界
を
作
っ
て
い
る
も

の
の
四
種
類
で
あ
る
（pp. 789-800
）。
こ
の
分
類
は
的
確
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
一
七
年
四
月
初
出
。
福
武
書
店
版
全
集
二
十
六
（
一
九
八
六
年
）、pp. 266-268

。

（
22
）﹃
早
稲
田
文
学
﹄
一
九
一
一
年
七
月
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
一
、pp. 412-449

。

（
23
）
新
潮
社
版
全
集
、p. 429

（
妻
の
心
の
中
の
描
写
）、p. 430

（
夫
が
や
さ
し
く
な
い
こ
と
へ
の
妻
の
不
満
）、p. 435

（
夫
へ
の
妻
の
不
満
）、p. 437

（
夫

を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
妻
の
不
満
）、p. 446

（
近
所
に
行
き
つ
け
の
寺
を
妻
が
見
つ
け
た
こ
と
）、p. 448

（﹃
女
ば
か
り
の
衛
生
﹄
を
妻
が
よ
む

こ
と
）。

（
24
）「
正
宗
白
鳥
伝
」（﹃
現
代
日
本
文
学
館
﹄
十
二
［
文
芸
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
］
初
出
。﹃
伊
藤
整
全
集
﹄
十
九
［
新
潮
社
、
一
九
七
三
年
］、pp. 

180-192

）。
伊
藤
整
は
、
同
じ
評
論
で
、「［
白
鳥
の
］
新
妻
の
つ
ね
を
全
く
愛
情
と
い
う
も
の
な
し
に
扱
う
自
分
［
白
鳥
］
の
冷
酷
さ
無
関
心
さ
を

わ
ざ
わ
ざ
目
立
つ
よ
う
書
い
た
小
説
で
あ
っ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
（p. 190

）。
武
田
友
寿
は
、﹃「
冬
」
の
黙
示
録―

正
宗
白
鳥
の
肖
像
﹄（Y

M
C

A

出
版
、
一
九
八
四
年
）
で
、
妻
時
子
が
つ
つ
ま
し
い
女
性
と
し
て
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
（p. 132

）。
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（
25
）﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
一
三
年
一
月
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
二
（
一
九
六
七
年
）、pp. 109-155

。

（
26
）﹃
太
陽
﹄
一
九
一
五
年
四
月
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
二
、pp. 232-256

。

（
27
）
吉
田
精
一
は
こ
の
小
説
を
私
小
説
に
近
い
と
し
、「
牛
部
屋
の
匂
ひ
」
と
共
に
、ロ
オ
カ
ル
カ
ラ
ー
の
も
の
と
分
類
す
る
。
前
出
﹃
自
然
主
義
の
研
究
﹄

下
、p. 785
、p. 789

参
照
。
こ
の
小
説
へ
の
批
評
は
高
橋
英
夫
﹃
異
郷
に
死
す―

正
宗
白
鳥
論
﹄（
福
武
書
店
、
一
九
八
六
年
）、p. 114

、pp. 

147-150

と
、
大
嶋
仁
﹃
正
宗
白
鳥
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）、p. 86

、p. 89

、pp. 213-214

を
参
照
の
こ
と
。

（
28
）﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
一
六
年
五
月
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
二
、pp. 296-324

。
こ
の
作
品
へ
の
批
評
は
、
吉
田
精
一
前
出
﹃
自
然
主
義
の
研
究
﹄
下
、

p. 786

、
伊
藤
整
「
最
後
の
自
然
主
義
者
」（﹃
新
潮
﹄
五
十
九―

十
二
［
一
九
六
二
年
］
初
出
。
前
出
﹃
伊
藤
整
全
集
﹄
十
九
、pp. 168-170

）、p. 

170

参
照
の
こ
と
。

（
29
）
本
論
文
、
注
21
参
照
。

（
30
）﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
二
〇
年
九
月
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
二
、pp. 458-505

。
こ
の
作
品
へ
の
批
評
は
、
中
村
光
夫
「
白
鳥
の
作
品
」（
一
九
六
四
年

九
月
発
表
。﹃︿︿
評
論
﹀﹀
漱
石
と
白
鳥
﹄［
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
年
］）p. 227

、
兵
藤
兵
之
助
﹃
正
宗
白
鳥
論
﹄（
勁
草
書
房
、
一
九
六
八
年
）、p. 

86

、
武
田
友
寿
前
出
﹃「
冬
」
の
黙
示
録―

正
宗
白
鳥
の
肖
像
﹄、pp. 130-132

、p. 284

参
照
の
こ
と
。

（
31
）
吉
田
精
一
前
出
﹃
自
然
主
義
の
研
究
﹄
下
、p. 794

。

（
32
）
本
論
文
の
注
13
で
言
及
し
た
座
談
会
で
あ
る
。

（
33
）﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
二
三
年
四
月
初
出
。
新
潮
社
版
全
集
三
（
一
九
六
五
年
）、pp. 172-200

。
こ
の
作
へ
の
批
評
は
、
武
田
友
寿
前
出
﹃「
冬
」
の

黙
示
録―

正
宗
白
鳥
の
肖
像
﹄、p. 134

、
高
橋
英
夫
前
出
﹃
異
郷
に
死
す―
正
宗
白
鳥
論
﹄、p. 160

、
大
嶋
仁
前
出
﹃
正
宗
白
鳥
﹄、p. 4

、pp. 

217-218

参
照
。
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（
34
）
吉
田
精
一
前
出
﹃
自
然
主
義
の
研
究
﹄
下
、p. 792

。
吉
田
は
こ
の
作
を
普
通
の
日
常
生
活
（
市
井
の
世
相
）
を
扱
っ
た
作
品
と
し
て
分
類
し
て
い

る
（p. 790

）。

（
35
）
寺
田
の
白
鳥
論
で
、
本
論
で
扱
わ
な
か
っ
た
も
の
で
、
主
な
も
の
を
簡
略
に
扱
う
。「﹃
作
家
論
﹄」（
一
九
四
八
年
二
月
）
は
、
今
回
の
本
論
で
は
、

扱
わ
な
い
が
、
白
鳥
の
夏
目
漱
石
へ
の
批
判
が
厳
し
い
こ
と
に
対
し
て
、
寺
田
の
漱
石
擁
護
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

（
１
）「
正
宗
白
鳥
の
態
度
」
一
九
四
八
年
執
筆
（
掲
載
誌
不
明
）。﹃
評
論
Ｉ―

Ｉ
﹄、pp. 351-352

。
白
鳥
に
は
元
来
、
調
子
づ
い
た
文
体
を
嫌
い
続

け
る
素
質
が
あ
っ
た
が
、
白
鳥
の
よ
り
所
は
自
身
の
発
語
能
力
で
あ
り
、
そ
の
白
鳥
の
言
葉
が
読
者
を
引
き
付
け
る
と
寺
田
は
言
う
。

（
２
）「﹃
日
本
脱
出
﹄
に
つ
い
て
」N

H
K

一
九
四
九
年
十
一
月
十
六
日
放
送
。﹃
評
論
Ｉ―

Ⅱ
﹄（
一
九
六
九
年
）、pp. 23-29

。
白
鳥
の
幻
想
家
と
し

て
の
資
質
が
こ
の
作
品
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
物
欲
に
と
り
つ
か
れ
た
登
場
人
物
み
ど
り
に
白
鳥
の
女
性
観
が
現
れ
て
い
る
こ
と
、
白
鳥

が
物
欲
を
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
表
れ
と
見
て
い
る
こ
と
を
寺
田
は
こ
の
評
論
で
扱
う
。

（
３
）「
白
鳥
小
論
」﹃
中
部
日
本
新
聞
﹄
一
九
五
三
年
七
月
十
一
日
初
出
。﹃
評
論
Ｉ―

Ⅲ
﹄（
一
九
七
〇
年
）、pp. 227-229

。
白
鳥
の
評
論
こ
そ
白

鳥
の
文
学
の
中
心
で
あ
る
こ
と
、
白
鳥
の
思
想
の
相
対
主
義
に
つ
い
て
、
白
鳥
の
宗
教
性
に
つ
い
て
寺
田
は
論
じ
る
。

（
４
）「﹃
懐
疑
と
信
仰
﹄」﹃
群
像
﹄
一
九
五
七
年
五
月
初
出
。﹃
評
論
Ｉ―

Ⅴ
﹄（
一
九
七
二
年
）、pp. 60-61

。
白
鳥
の
文
章
に
は
人
生
へ
の
メ
タ
フ
ィ

ジ
ッ
ク
（
形
而
上
学
）
の
萌
芽
が
あ
る
こ
と
、
超
越
的
観
念
を
長
年
、
白
鳥
が
扱
っ
て
い
る
こ
と
、
白
鳥
の
中
で
西
洋
と
江
戸
期
の
日
本
が
ぶ

つ
か
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
寺
田
は
扱
う
。

（
５
）「
荷
風
と
白
鳥
」﹃
荷
風
全
集
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
十
月
報
。﹃
評
論
Ⅱ―

Ⅰ
﹄（
一
九
七
七
年
）、pp. 154-157

。
白
鳥
の
宗
教
性
に

つ
い
て
寺
田
は
触
れ
る
。

（
６
）「
正
宗
白
鳥
の
初
期
小
説
」﹃
国
語
科
通
信
﹄（
角
川
書
店
）一
九
七
〇
年
九
月
、十
一
月
、﹃
文
学
﹄一
九
七
二
年
初
出
。﹃
評
論
Ⅱ―

Ⅵ
﹄（
一
九
八
〇
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年
）、pp. 160-207

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

（
７
）「
白
鳥
の
戯
曲
］
福
武
書
店
版
白
鳥
全
集
三
十
︹
一
九
八
六
年
︺
月
報
初
出
。﹃
不
可
測
の
振
幅
﹄（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
〇
年
）、pp. 40-45

。

こ
れ
は
寺
田
七
十
一
歳
の
評
論
で
あ
る
。
白
鳥
が
霊
魂
の
不
滅
を
頭
の
中
に
持
っ
て
い
て
、
霊
魂
を
汚
辱
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
嫌
っ
た
こ
と
を

主
に
寺
田
は
扱
う
。
更
に
、
戯
曲
で
は
、
人
間
の
心
が
他
人
に
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
白
鳥
の
認
識
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
寺
田
は
述
べ
る
。

（
８
）「
白
鳥
再
見
」﹃
群
像
﹄
一
九
八
六
年
十
月
初
出
。
前
出
﹃
不
可
測
の
振
幅
﹄、pp. 46-50

。
他
人
の
心
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
、
白
鳥

の
小
説
に
も
戯
曲
に
も
現
れ
て
い
る
と
寺
田
は
論
じ
る
。
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Toru Terada’s “Hakucho Masamune” (1947)

Hideho IDA

Keywords : literary criticism, Japanese literature, novels

Toru Terada (1915-1995) was both a literary critic and a scholar of 

French literature.  He ranked as a critic after Hideo Kobayashi (1902-1983), 

who greatly influenced Terada.

In this article the author dealt with how Toru Terada thought of the early 

novels of Hakucho Masamune (1897-1962). Terada started his literary 

career after he published an article on Hakucho in 1947.  The article by 

Terada was recognized as valid by Hakucho himself.  In the same article, 

“Hakucho Masamune,” Terada pointed out that the main characters in 

Hakucho’s early novels were dreamers.  In this article the author examines 

whether Terada was right or not.  He concludes that what Terada pointed out 

is almost right.




